
目
×
旨
ｋ
斗
窃
契
約
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
国
家
と
独
占
資
本
と
の
合
体
の
一
例
証

○

辻

和
　
　
夫

　
今
目
、
ア
メ
リ
カ
の
独
占
体
が
、
様
六
な
形
で
国
家
と
の
癒
着
を
深
め
、
こ
れ
を
基
盤
と
し
て
支
配
的
地
位
を
強
化
し
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

就
中
、
原
子
力
産
業
分
野
に
そ
の
最
も
劇
的
な
姿
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
、
。
原
子
力
産
業
は
一
九
四
三
年
前
後

の
創
生
当
初
か
ら
巨
大
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
き
わ
め
て
僅
か
の
期
問
に
、
単
一
産
業
と
し
て
は
ア
メ
リ
ヵ
全
産
業
の
中
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

最
大
の
も
の
に
成
長
し
、
か
つ
又
そ
れ
は
「
最
高
の
水
準
に
達
し
た
国
家
と
独
占
と
の
合
体
」
の
も
と
に
運
営
さ
れ
て
来
た
。
原
子

力
開
発
計
画
の
政
府
中
枢
機
関
で
あ
る
原
子
力
委
員
会
≧
◎
邑
ｏ
向
亮
轟
く
Ｏ
◎
昌
旨
雰
－
◎
■
（
以
下
Ａ
Ｅ
Ｃ
と
略
記
）
が
、
一
九
四
六
年

原
子
力
法
　
　
マ
ク
マ
ホ
ソ
法
竃
ｏ
竃
註
８
声
ｇ
◎
｛
宕
ま
と
通
称
さ
れ
て
い
る
　
　
に
も
と
ず
い
て
、
こ
の
新
軍
需
産
業
を
陸
軍

か
ら
受
け
継
ぎ
、
所
有
権
は
政
府
に
、
経
営
権
は
民
問
産
業
に
と
云
う
「
自
由
企
業
」
主
義
の
も
と
に
産
業
運
営
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
・
い
く
つ
か
の
巨
大
ト
ラ
ス
ト
が
国
家
と
契
約
を
結
び
、
国
家
予
算
か
ら
巨
額
の
長
期
的
利
益
の
ひ
き
出
し
に
成
功

し
て
来
た
。
此
の
問
、
政
府
の
関
係
諸
機
関
、
特
に
Ａ
Ｅ
Ｃ
は
原
子
力
産
業
を
支
配
す
る
諸
独
占
体
の
「
カ
ル
テ
ル
本
部
」
と
な
り
、

　
　
　
９
曽
甲
ｋ
牡
轟
契
約
に
つ
い
て
（
辻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
　
（
五
五
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
．
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
　
（
五
五
八
）

ア
メ
リ
カ
産
業
界
に
「
新
し
い
種
類
の
公
私
混
合
企
業
形
態
」
を
つ
く
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
諸
ト
ラ
ス
ト
の
た
め
の
持
株
会
杜
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

と
し
て
の
役
割
を
果
し
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
道
を
尉
い
た
一
九
五
四
年
法
ま
◎
邑
ｏ

向
箏
胃
竃
声
。
け
◎
｛
宕
寒
で
更
に
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
原
子
力
開
発
の
新
し
い
局
面
の
展
開
を
評
価
し
て
、
Ｗ
一
ア
ダ
ム

ズ
、
Ｈ
．
Ｍ
．
グ
レ
ィ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
立
法
の
お
か
げ
で

　
　
「
民
間
利
権
屋
が
二
一
〇
億
ド
ル
に
お
よ
哀
公
共
領
域
部
門
の
受
益
者
に
な
っ
た
。
そ
し
て
新
し
い
法
律
は
私
企
業
に
豊
か
な

　
　
活
動
の
余
地
を
与
え
な
が
ら
、
独
占
の
濫
用
を
防
止
す
る
規
定
は
最
も
貧
弱
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
多
く
の
人
六
が
『
電

　
　
カ
ト
ラ
ス
ト
』
の
勝
利
と
見
な
し
た
こ
の
法
案
は
、
一
九
三
五
年
の
公
益
事
業
持
株
会
杜
法
が
防
止
を
企
て
た
集
中
そ
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
　
を
促
進
し
そ
う
で
あ
る
。
」

　
す
で
に
い
く
つ
か
の
公
益
事
業
独
占
体
は
、
一
九
五
一
年
五
月
に
Ａ
Ｅ
Ｃ
が
民
間
事
業
会
杜
グ
ル
ー
プ
と
の
問
に
結
ん
だ
私
的
資

本
に
よ
る
研
究
計
画
に
参
加
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
革
命
的
変
革
の
時
期
に
そ
の
支
配
的
地
位
を
維
持
し
、
強
化
す
る
基
礎
を
確

保
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
原
子
力
産
業
は
又
、
他
面
に
お
い
て
巨
大
な
電
力
消
費
産
業
で
も
あ
り
、
電
力
事
業
資
本
に
と
っ
て
好
個
の

市
場
を
構
成
し
て
い
た
。
一
九
五
六
年
に
原
子
力
兵
器
の
生
産
は
全
米
発
電
量
の
一
〇
％
を
使
消
し
て
お
り
、
こ
れ
は
同
年
の
全
国

家
庭
消
費
電
力
量
の
半
分
に
等
し
か
’
た
。
Ａ
Ｅ
Ｃ
は
そ
の
た
め
、
国
内
各
電
力
企
業
と
の
間
に
契
約
を
結
び
、
テ
ネ
シ
ー
州
オ
ー

ク
リ
ツ
ジ
○
崇
曇
尉
¢
．
ケ
ソ
タ
ツ
キ
ー
州
パ
ド
ウ
カ
霊
２
０
註
お
よ
び
オ
ハ
イ
オ
州
ポ
ー
ツ
マ
ス
巾
◎
Ｈ
訂
昌
９
亭
の
各
政
府

所
有
原
子
力
工
場
に
電
力
を
供
給
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
種
の
電
力
契
約
中
、
主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
Ｔ
Ｖ
Ａ
ｌ
ー
オ
ー
ク
リ
ヅ
ジ
基
本
契
約
（
一
九
五
一
年
十
一
月
成
約
、
契
約
電
力
七
〇
万
Ｋ
Ｗ
）

　
　
Ｔ
Ｖ
Ａ
ｌ
ー
バ
ド
ウ
カ
基
本
契
約
（
一
九
五
三
年
三
月
成
約
、
契
約
電
力
五
〇
万
Ｋ
Ｗ
）



　
　
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
杜
日
９
三
〇
向
畠
畠
さ
旨
Ｏ
．
Ｈ
パ
ド
ウ
カ
基
本
契
約
（
一
九
五
一
年
五
月
成
約
、
契
約
電
力
五
〇

　
　
　
万
Ｋ
Ｗ
）

　
　
オ
ハ
イ
オ
河
域
電
気
株
式
会
杜
○
巨
◎
く
竺
２
里
８
巨
ｏ
Ｏ
◎
ｈ
り
・
Ｈ
ポ
ー
ツ
マ
ス
基
本
契
約
（
一
九
五
二
年
十
月
成
約
、
契

　
　
　
約
電
力
五
〇
万
Ｋ
Ｗ
）

　
　
ミ
ツ
ツ
ッ
ピ
ー
河
域
発
電
会
杜
冒
｛
。
っ
。
。
げ
。
。
吾
亘
く
昌
２
０
雪
ｏ
Ｓ
饒
轟
０
９
Ｈ
Ａ
Ｅ
Ｃ
契
約
、
（
一
九
五
四
年
十
一
月
成
約
、
契

　
　
　
約
電
力
六
〇
万
Ｋ
Ｗ
）
．

　
こ
の
う
ち
、
最
初
の
二
つ
を
除
く
他
は
、
い
づ
れ
も
電
力
私
企
業
グ
ル
ー
プ
が
、
契
約
に
あ
た
っ
て
新
た
に
設
立
し
た
共
同
会
杜

と
結
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
共
同
会
杜
は
第
二
次
大
戦
後
急
速
に
あ
ら
わ
れ
出
し
た
巨
大
産
業
会
杜
問
の
部
分
的
合
同
で
あ
り
、
こ

れ
に
ー
よ
っ
て
諾
独
占
集
団
は
完
全
な
合
同
以
外
の
方
法
で
、
戦
略
的
方
向
に
合
成
さ
れ
た
金
融
的
、
産
業
的
比
重
を
利
用
す
る
こ
と

が
出
来
た
。
政
府
と
の
長
期
契
約
の
も
と
に
、
電
力
独
占
体
、
発
電
所
建
設
業
者
、
設
傭
供
給
会
杜
お
よ
び
、
か
れ
ら
に
融
資
す
る

金
融
諾
機
関
は
大
き
な
利
潤
機
会
が
保
障
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
ア
メ
リ
ヵ
政
府
の
原
子
力
開
発
計
画
は
、
ユ
ネ
ル
ギ
ー
産

業
分
野
に
新
た
に
超
独
占
を
つ
く
り
出
す
と
と
も
に
、
電
力
独
占
体
を
強
化
し
、
ア
メ
リ
ヵ
経
済
に
お
け
る
巨
大
ト
ラ
ス
ト
の
支
配

権
を
ま
す
ま
す
強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
現
代
国
家
と
独
占
体
の
か
か
わ
り
合
い
と
い
う
点
で
、
公
益
事
業
産
業
は
最
も
古
い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
が
、
　
「
国
家
と
独
占
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

の
ア
マ
ル
ガ
ム
が
極
点
に
ま
で
達
し
て
い
る
」
原
子
力
産
業
を
舞
台
に
、
両
者
の
結
び
つ
き
は
一
段
と
強
い
も
の
に
発
展
し
た
。

　
本
稿
は
、
右
に
あ
げ
た
政
府
電
力
契
約
の
一
つ
、
ミ
シ
シ
ツ
ピ
ー
河
域
発
電
会
杜
Ｈ
Ａ
Ｅ
Ｃ
契
約
（
こ
れ
は
契
約
私
企
業
側
の
代
表

者
の
名
を
と
っ
て
デ
ィ
ク
ソ
ソ
・
イ
エ
ー
ツ
契
約
一
Ｕ
河
８
－
Ｈ
斗
窃
Ｏ
ｏ
巨
昌
ｏ
け
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
以
下
、
Ｄ
Ｙ
契
約
と
略
記
）

　
　
　
９
曽
宇
■
９
窃
契
約
に
つ
い
て
（
辻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
　
（
五
五
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
　
（
五
六
〇
）

の
取
引
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
の
分
析
、
批
判
を
通
し
て
こ
の
最
も
今
目
的
な
電
力
独
占
と
国
家
と
の
結
合
の
事

実
を
つ
き
と
め
、
現
代
国
家
独
占
資
本
主
義
批
判
の
一
端
に
触
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
Ｄ
Ｙ
契
約
は
い
く
つ
か
の
政
府
電
力
契
約
の
な
か
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
い
て
そ
の
頂
点
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

私
企
業
と
の
契
約
中
最
大
の
契
約
規
模
と
利
権
内
容
を
も
つ
ば
か
り
で
な
く
、
公
益
事
業
分
野
で
の
歴
史
的
な
独
占
統
制
の
う
ち
僅

か
に
有
効
で
あ
っ
た
部
分
に
た
い
す
る
、
電
カ
ト
ラ
ス
ト
の
集
中
的
攻
撃
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
国
家
諾
機
関
は
か
れ
ら
独
占
体
の

機
関
と
し
て
、
そ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
完
全
に
機
能
し
た
。
契
約
の
全
過
程
は
又
、
独
占
体
問
の
闘
争
と
結
合
の
複
雑
な
記
録
で
も

あ
り
、
国
家
権
力
機
関
を
に
ぎ
る
も
の
の
優
越
を
再
確
認
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
Ｄ
Ｙ
契
約
は
、
公
益
事
業
独
占
体
を
尖
丘
ハ
と
す

る
巨
大
独
占
組
織
体
の
あ
ら
わ
な
「
公
益
」
侵
害
で
あ
り
、
ア
メ
リ
ヵ
国
内
の
広
汎
な
反
独
占
諾
勢
力
の
強
い
反
撃
を
呼
び
お
こ
し

た
。
そ
し
て
こ
の
契
約
に
関
す
る
限
り
反
独
占
の
勝
利
を
導
い
た
の
で
あ
る
。
か
よ
う
に
、
Ｄ
Ｙ
契
約
は
現
代
ア
メ
リ
ヵ
の
国
家
と

独
占
体
相
互
、
独
占
と
反
独
占
の
諸
関
係
を
最
も
特
徴
的
に
代
表
す
る
、
最
も
あ
た
ら
し
い
ヶ
－
ス
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
特
に
Ｄ
Ｙ

契
約
を
と
り
あ
げ
た
の
も
、
こ
れ
が
現
代
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
政
治
と
経
済
と
の
絡
み
合
い
を
、
電
力
産
業
に
つ
い
て
最
も
よ
く
映

し
出
し
て
い
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

　
（
１
）
　
こ
れ
に
っ
い
て
の
包
括
的
研
究
の
一
っ
に
Ｊ
・
Ｃ
・
ア
レ
ソ
「
原
爆
帝
国
主
義
」
　
（
世
界
経
済
研
究
所
訳
）
一
九
五
二
年
が
あ
る
。

　
　
な
お
こ
の
間
題
に
触
れ
た
も
の
と
し
て

　
　
オ
・
ト
註
旨
。
・
俸
声
峯
・
ｏ
昌
さ
峯
ｓ
＆
◎
ｑ
庄
歩
昌
ｏ
ユ
８
一
宕
蟹
．
ｏ
．
Ｈ
亀
汗

　
　
武
山
泰
雄
「
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
構
造
」
昭
和
三
十
三
年
、

　
　
Ｖ
．
パ
ー
回
「
最
高
の
金
融
帝
国
」
　
（
浅
尾
孝
訳
）
一
九
五
七
年
。

　
（
２
）
　
Ｖ
・
バ
ー
口
「
上
掲
書
」
五
ぺ
ー
ジ
。



　
（
３
）
　
ア
レ
ソ
「
上
掲
書
」
九
五
～
九
九
べ
－
ジ
。

（
４
）
≠
ま
竃
勿
印
甲
芦
ぎ
■
暑
・
。
一
一
二
・
曇
・

　
（
５
）
　
ア
レ
ソ
「
上
掲
書
」
九
九
ぺ
ー
ジ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二

先
づ
Ｄ
Ｙ
契
約
の
成
立
に
至
る
取
引
経
過
お
よ
び
契
約
概
要
を
簡
単
に
み
て
お
こ
う
。

本
契
約
は
一
九
五
四
年
士
是
、
ヶ
ソ
タ
一
キ
ー
州
バ
ド
ウ
ヵ
竃
有
原
子
力
工
場
が
必
要
と
す
る
電
力
購
売
に
二
て
、
。

Ｅ
Ｃ
と
デ
ィ
ク
ソ
ソ
・
イ
エ
ー
ツ
電
カ
コ
ソ
バ
イ
ソ
と
の
問
に
結
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
国
有
原
子
力
工
場
へ
の
電
力
は
、
は

じ
め
Ｔ
Ｖ
Ａ
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
全
般
的
蕉
子
力
繋
計
画
の
進
展
に
つ
れ
て
…
設
備
容
量
に
大
き
柔

足
が
生
じ
・
え
を
補
う
と
い
う
理
由
か
差
的
電
力
会
杜
と
の
問
に
長
期
契
約
が
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
一
九
五
三
年
の
。

Ｖ
Ａ
報
告
書
に
よ
る
と
・
同
年
六
旦
二
〇
量
在
の
設
備
容
量
芒
○
万
・
Ｗ
の
う
ち
約
一
云
％
を
・
。
・
が
使
用
し
て
い
た
が
、

翌
一
九
五
四
年
に
は
六
六
〇
万
・
Ｗ
の
容
量
中
…
の
負
荷
は
二
三
四
万
・
Ｗ
す
な
わ
ち
一
一
一
五
％
に
増
大
し
た
。
と
こ
ろ
が
一
九

五
七
年
の
見
通
し
と
し
て
は
・
設
備
容
量
が
一
九
五
四
年
の
四
六
％
増
、
九
五
三
万
・
Ｗ
隻
る
計
画
で
あ
つ
た
に
た
い
し
、
総
負

荷
の
方
は
九
八
○
万
Ｋ
Ｗ
に
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
芝
は
…
の
負
募
一
九
五
四
年
吉
一
二
三
％
増
加

し
・
…
二
万
Ｋ
Ｗ
に
達
す
る
見
込
需
要
が
含
荒
て
い
た
。
結
局
、
　
…
竺
九
五
七
年
ま
で
に
三
万
七
〇
〇
〇
。
Ｗ
だ
け

容
量
が
不
足
す
る
婁
祭
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
も
し
…
の
需
要
増
架
き
も
の
と
す
注
、
　
…
は
容
量
不
足
に
直
面

す
る
こ
と
象
く
・
ひ
い
て
は
他
の
…
顧
客
一
の
サ
一
ピ
ス
を
妨
げ
ず
に
済
む
は
ず
だ
と
考
を
れ
、
。
。
。
が
。
。
。
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
（
五
六
一
）

　
　
　
９
曽
甲
■
牡
易
契
約
に
つ
い
て
（
辻
）



　
　
　
　
立
命
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済
学
（
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八
○
　
（
五
六
二
）

受
け
て
ぷ
電
力
と
引
替
え
に
、
私
企
業
雀
…
工
電
力
を
供
給
墓
る
こ
と
で
一
般
消
費
者
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
せ
し
め
る
・

と
い
う
名
目
の
も
と
に
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
が
私
的
電
力
業
者
と
契
約
を
緒
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
・

バ
ド
ウ
カ
原
子
力
工
芝
は
、
既
に
…
と
並
ん
で
私
的
電
力
企
業
の
共
同
会
杜
電
気
一
ネ
ル
ギ
ー
会
杜
か
ら
圭
○
万

。
Ｗ
。
が
供
給
さ
れ
て
い
た
。
…
は
は
じ
め
、
こ
の
会
杜
の
持
株
会
杜
の
；
で
あ
る
：
オ
ソ
電
気
会
杜
量
一
量
８
暮

。
、
の
杜
長
マ
ツ
カ
フ
イ
、
と
折
衝
し
、
彼
は
電
気
一
ネ
ル
ギ
ー
会
杜
の
ジ
ニ
パ
釘
所
・
§
言
の
容
量
を
増
設
す
る
立

場
を
と
つ
て
い
た
が
、
そ
の
後
問
差
く
新
会
砦
設
立
し
、
五
〇
万
・
Ｗ
の
発
電
容
量
奪
つ
発
電
所
を
建
設
す
る
よ
う
Ａ
Ｅ
Ｃ

霧
局
次
長
Ｗ
．
ウ
イ
リ
ァ
ム
ズ
猛
議
し
た
。
こ
の
提
議
に
－
ド
ル
・
サ
ウ
ス
電
力
株
式
会
杜
く
肇
。
っ
９
；
彗
雰
一
づ
一
．

の
杜
長
。
．
。
．
デ
イ
ク
ソ
ソ
が
参
劃
し
て
い
た
の
で
雲
。
デ
ー
ク
ソ
ソ
は
一
一
カ
フ
ー
－
と
芝
予
算
局
長
Ｒ
．
ヒ
一
ー
ズ

一
当
時
次
長
一
圭
び
…
責
長
・
…
シ
ユ
ト
ラ
ウ
ス
と
密
接
孟
絡
を
と
り
二
九
五
四
年
一
月
二
十
目
の
会
合
で
・

ア
、
カ
ソ
ソ
、
州
メ
ソ
フ
イ
ス
峯
。
昼
一
。
り
地
域
で
Ａ
・
・
と
私
的
電
力
会
杜
と
の
契
約
を
．
結
堂
う
に
主
張
し
・
ミ
ド
ル
．
サ
ウ

ス
電
力
株
式
会
杜
は
、
も
う
一
つ
の
電
力
持
株
会
杜
サ
ザ
ソ
会
杜
０
０
９
亭
ｏ
旨
Ｏ
◎
・
と
共
同
し
て
交
渉
に
応
ず
る
用
意
の
あ
る
旨
、

。
。
。
側
に
申
し
入
れ
た
。
か
れ
ら
は
こ
の
席
上
で
、
パ
ド
ウ
ヵ
周
辺
に
こ
れ
以
上
大
差
電
カ
ブ
一
一
ク
を
・
」
Ｔ
Ｖ
Ａ
中
心
に
建

設
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
。
こ
う
し
た
予
傭
的
工
作
の
時
碧
経
た
後
、
同
年
二
月
二
吾
に
、
最
初
の
・
Ｙ
提
案
が
正
式
に
政
府

へ
申
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
初
提
案
は
甚
だ
欠
陥
の
見
季
い
を
の
で
あ
つ
た
。
第
一
隻
れ
は
会
杜
側
の
獲
得
す
る
利
潤
に
つ
い
て
毎
一
制
限
で
あ
っ

た
し
、
第
二
に
料
金
基
礎
婁
し
て
い
る
建
設
費
見
管
が
著
し
く
過
大
で
あ
っ
た
。
提
案
に
よ
る
と
・
建
設
一
ス
ト
は
Ｋ
Ｗ
Ｈ
容

量
当
り
二
〇
〇
ド
ル
賃
誓
れ
て
い
た
が
、
…
の
シ
ヨ
ウ
一
－
発
電
所
・
・
雪
§
冒
建
設
に
要
し
た
一
ス
ト
は
Ｋ
Ｗ



Ｈ
当
り
僅
か
一
四
五
ド
ル
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
シ
ュ
ト
ラ
ゥ
ス
Ａ
Ｅ
Ｃ
委
員
長
は
か
か
る
不
当
な
見
積
を
さ
え
、
一
応
妥
当
な
も
の

と
考
え
、
予
算
局
は
こ
の
数
字
の
検
討
を
試
み
よ
う
と
す
る
ほ
ど
に
批
判
的
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
初
提
案
に
た

い
し
て
は
連
邦
動
力
委
員
会
句
＆
胃
巴
勺
◎
考
胃
ｏ
ｏ
昌
８
雰
一
◎
づ
の
電
力
部
長
Ｆ
・
Ｌ
・
ア
ダ
ム
ズ
が
予
算
局
の
技
術
コ
ソ
サ
ル
タ

ソ
ト
と
し
て
異
議
を
唱
え
、
見
積
り
の
や
り
直
し
を
要
求
し
た
。
そ
の
結
果
、
契
約
に
よ
れ
ば
建
設
技
術
を
請
負
う
は
ず
に
な
っ
て

い
た
エ
バ
ス
コ
技
術
供
給
会
杜
向
げ
竃
８
０
ｏ
竃
三
〇
窃
の
シ
ー
ル
副
杜
長
が
コ
ス
ト
見
積
り
修
正
を
行
い
、
こ
れ
に
も
と
ず
い
て
同

年
四
月
一
〇
に
修
正
新
提
案
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
新
提
案
も
解
約
条
項
な
ど
部
分
的
な
変
更
が
加
え
ら
れ
は
し
た
が
、
結
局
こ

れ
が
最
終
的
な
Ｄ
Ｙ
契
約
の
基
礎
を
な
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
契
約
取
決
め
に
あ
た
っ
て
は
、
又
大
統
領
の
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
か
な
り
大
き
か
っ
た
。
少
く
と
も
Ｔ
ｙ
Ａ
以
外
の
電
力
私
企
業

と
交
渉
を
進
め
る
と
い
う
方
針
は
、
一
九
五
四
年
一
月
の
大
統
領
年
頭
予
算
教
書
で
確
定
化
せ
ら
れ
、
そ
の
反
公
有
電
力
論
は
Ｄ
Ｙ

契
約
賛
成
派
に
理
論
的
拠
り
ど
こ
ろ
を
与
え
、
Ｄ
Ｙ
グ
ル
ー
プ
と
の
取
引
に
権
威
を
附
し
て
、
反
対
派
の
力
を
殺
い
だ
。
契
約
締
結

に
先
立
ち
、
大
統
領
が
Ｄ
Ｙ
の
提
案
条
件
に
も
と
づ
い
て
契
約
を
と
り
決
め
る
よ
う
Ａ
Ｅ
Ｃ
に
命
じ
た
時
、
取
引
は
実
質
的
に
成
立

し
て
い
た
。

　
こ
う
し
て
一
九
五
四
年
十
一
月
十
一
目
に
ミ
シ
シ
ッ
ピ
河
域
発
電
会
杜
と
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
問
で
前
記
の
電
力
契
約
が
調
印
さ
れ
た
の
で
、

あ
る
。
契
約
は
前
文
お
よ
び
五
一
ケ
条
か
ら
な
る
長
文
か
つ
煩
雑
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
概
要
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
四
　
ミ
ド
ル
・
サ
ウ
ス
電
力
株
式
会
杜
と
サ
ザ
ソ
会
杜
は
共
同
子
会
杜
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
河
域
発
電
会
杜
を
設
立
し
、
ア
ー
カ
ソ
ソ

　
　
ー
州
西
メ
ソ
フ
ィ
ス
に
出
力
六
〇
万
Ｋ
Ｗ
の
発
電
所
を
建
設
、
年
五
二
億
Ｋ
Ｗ
Ｈ
の
電
力
を
Ａ
Ｅ
Ｃ
に
販
売
し
、
Ｔ
Ｖ
Ａ
は
Ａ

　
　
Ｅ
Ｃ
に
代
っ
て
電
力
を
受
け
と
る
。
契
約
期
問
は
二
五
年
で
あ
る
が
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
は
更
に
二
〇
年
間
延
長
し
得
る
。

　
　
　
－
Ｕ
河
旨
－
■
９
轟
契
約
に
つ
い
て
（
辻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
（
五
六
三
）

’－
…’“凹

止
■

廿
－
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八
二
　
（
五
六
四
）

四
　
新
会
杜
の
持
分
資
本
８
巨
ｑ
８
昌
巴
五
五
〇
万
ド
ル
の
う
ち
四
三
四
万
ド
ル
は
ミ
ド
ル
・
サ
ウ
ス
電
力
株
式
会
杜
が
、
残

　
り
は
サ
ザ
ソ
会
杜
が
出
資
す
る
。
他
に
九
、
九
九
一
万
五
〇
〇
〇
ド
ル
の
杜
債
を
発
行
し
、
一
般
金
融
機
関
に
引
受
け
さ
せ
る
。

働
　
新
会
杜
か
ら
Ｔ
Ｖ
Ａ
ま
で
の
送
電
線
は
政
府
資
金
六
〇
〇
万
ド
ル
で
建
設
さ
れ
る
。

ゆ
　
購
入
電
力
料
金
は
二
種
の
料
金
基
準
で
構
成
さ
れ
る
。

　
倒
　
基
礎
容
量
料
金
巨
・
・
ｏ
Ｓ
混
ｏ
－
｛
ｏ
ぎ
長
ｏ
１
１
継
続
建
設
費
、
管
理
費
、
無
負
荷
運
転
費
、
諸
税
等
に
も
と
ず
き
、
年
九
〇

　
　
五
万
二
〇
五
〇
ド
ル

　
○
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
料
金
Ｓ
睾
彗
ｏ
ぎ
お
¢
１
１
販
売
電
力
生
産
に
要
す
る
燃
料
費
お
よ
び
労
務
費
を
基
礎
に
し
て
、
一
Ｋ
Ｈ
当
り

　
　
一
・
八
六
三
ミ
ル
。

働
　
会
杜
資
本
利
益
率
は
五
五
〇
万
ド
ル
に
た
い
す
る
年
九
％
、
四
九
万
五
〇
〇
〇
ド
ル
と
し
、
最
高
の
場
合
で
も
年
一
〇
・
九

　
％
、
総
額
六
〇
万
ド
ル
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
建
設
見
積
費
用
と
実
際
費
用
と
の
差
が
あ
れ
ば
、
費
用
差
一
〇
〇
万
ド
ル
に

　
つ
き
二
万
八
〇
二
五
ド
ル
の
資
本
報
酬
修
正
を
行
う
。
九
％
を
超
え
る
利
益
金
は
特
別
稜
立
勘
定
。
。
潟
ｏ
邑
『
窃
ｏ
ミ
ｏ
碧
８
旨
け

　
に
計
上
さ
れ
、
契
約
終
了
後
、
残
高
は
Ａ
Ｅ
Ｃ
と
会
杜
で
折
半
さ
れ
る
。
も
し
一
〇
・
九
％
を
超
え
る
利
益
が
あ
れ
ば
制
限
基

　
金
Ｈ
ぎ
岸
註
旨
旨
邑
に
積
立
て
ら
れ
、
契
約
終
了
後
、
残
高
は
Ａ
Ｅ
Ｃ
に
支
払
わ
れ
る
。

働
　
連
邦
所
得
税
は
、
税
引
き
後
の
純
利
益
が
四
九
万
五
〇
〇
〇
ド
ル
に
な
る
よ
う
、
予
め
資
本
報
酬
の
中
に
含
め
ら
れ
る
。
従

　
っ
て
資
本
報
酬
額
は
年
一
〇
三
万
一
、
二
五
〇
ド
ル
で
あ
る
。

ｃ
つ
　
減
価
償
却
は
減
債
基
金
法
に
よ
り
利
子
率
三
・
五
％
を
以
て
行
い
、
年
償
却
額
は
三
一
年
問
で
債
務
償
還
す
る
た
め
の
年
額

　
に
ほ
ぽ
等
し
い
も
の
と
す
る
。
但
し
こ
の
方
法
に
は
国
税
庁
Ｈ
鼻
胃
§
Ｈ
汀
睾
§
毒
ｏ
ｏ
ｏ
ミ
ざ
¢
の
認
可
を
要
す
る
。
も
し
契
約



　
　
条
作
の
変
更
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
が
認
め
る
な
ら
ば
所
得
税
目
的
の
た
め
に
加
速
度
償
却
を
行
い
う
る
。

　
働
　
Ａ
Ｅ
Ｃ
が
契
約
を
取
消
す
場
合
は
、
公
正
か
つ
合
理
的
な
解
約
料
と
し
て
、
契
約
打
切
り
の
緒
果
会
杜
が
第
三
者
に
支
払
う

　
　
べ
き
も
の
、
お
よ
び
会
杜
の
蒙
っ
た
、
も
し
く
は
当
然
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
る
全
費
用
が
補
償
さ
れ
る
。
解
約
料
の
最
高
額
は

　
　
五
一
五
〇
万
ド
ル
余
り
に
達
す
る
。

　
Ａ
Ｅ
Ｃ
は
こ
の
契
約
に
お
い
て
も
原
子
力
企
業
建
設
に
か
ん
す
る
各
種
契
約
と
同
様
、
交
渉
契
約
制
を
と
っ
た
が
、
競
争
入
札
制

の
排
除
は
特
定
企
業
へ
の
特
権
的
利
益
供
与
と
い
う
予
定
表
通
り
に
契
約
が
緒
ば
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
交
渉
か
ら
洩
れ
た
公
益
事

業
資
本
の
反
対
を
呼
び
お
こ
し
た
。
Ｔ
Ｖ
Ａ
は
終
姶
契
約
に
反
対
で
あ
っ
た
。
Ｔ
Ｖ
Ａ
か
ら
何
ら
か
の
恩
恵
を
蒙
っ
て
い
る
地
方
の

住
民
、
特
に
こ
の
契
約
の
緒
果
最
も
直
接
的
な
影
響
を
蒙
る
メ
ソ
フ
イ
ス
地
域
の
住
氏
も
反
対
し
た
。
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
の
契

約
反
対
は
、
議
会
内
民
主
党
勢
力
の
共
和
党
政
権
攻
撃
に
緒
び
つ
き
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
仕
事
を
監
督
・
調
査
す
る
場
所
で
あ
る
原
子
力
合
同

委
員
会
旨
ま
Ｏ
◎
昌
昌
奉
８
旨
岸
◎
昌
｛
ｏ
向
鳥
Ｈ
竃
や
、
上
院
反
ト
ラ
ス
ト
、
独
占
法
務
小
委
員
会
○
ｏ
亭
８
昌
昌
ま
８
９
声
暮
－
１

９
毒
け
Ｐ
邑
く
８
召
◎
匂
ｏ
｛
亭
ｏ
Ｏ
◎
昌
昌
葦
８
９
亭
ｏ
旨
２
９
四
ｑ
一
Ｐ
０
０
．
Ｃ
ｏ
竃
９
０
　
で
重
大
な
公
益
侵
害
の
事
実
が
明
ら
か
に

な
る
に
つ
れ
て
、
Ｄ
Ｙ
取
引
は
大
六
的
な
政
治
間
題
へ
と
発
展
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

三

　
取
引
経
過
と
契
約
内
容
に
含
ま
れ
た
数
多
く
の
反
杜
会
的
事
実
は
多
面
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
大
別
す
る
な
ら
ば
大
体
三

っ
の
部
面
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
、
契
約
内
容
そ
の
も
の
の
も
つ
利
権
的
性
格
で
あ
り
、
第
二
は
、
特
定
電
力
企
業

を
包
含
す
る
巨
大
独
占
体
と
政
府
諾
機
関
と
の
契
約
を
め
ぐ
る
共
謀
の
事
実
で
あ
り
、
最
後
に
、
こ
の
取
引
は
単
な
る
利
権
的
取
引

　
　
　
り
艮
旨
．
■
、
一
、
吻
契
約
に
つ
い
て
（
辻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
（
五
六
五
）
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八
四
　
（
五
六
六
）

で
は
な
く
て
・
ア
メ
リ
ヵ
の
伝
統
的
な
独
占
統
制
に
た
い
す
る
、
独
占
資
本
の
戦
略
的
行
動
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
ぢ
る
。
以

下
、
こ
れ
ら
の
諾
点
に
つ
い
て
、
順
次
見
て
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。

１
、
契
約
は
様
六
な
形
で
大
き
な
特
恵
的
利
益
を
契
約
者
に
保
障
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
何
よ
り
も
先
づ
利
潤
制
限
の
間
題
が
注
目
さ
れ
る
。
会
杜
の
受
取
る
年
純
利
益
は
、
持
分
資
本
に
た
い
す
る
九

％
、
四
九
万
五
〇
〇
〇
ド
ル
と
、
杜
資
お
よ
び
借
入
金
利
子
（
平
均
利
子
率
三
・
六
％
）
三
五
九
万
六
〇
〇
〇
ド
ル
そ
の
他
を
含
め

て
、
総
計
四
一
一
万
六
〇
〇
〇
ド
ル
と
な
る
よ
う
、
料
金
基
準
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
計
画
利
潤
と
実
際
利
潤
と
の
差
異
に

つ
い
て
は
、
持
分
資
本
に
た
い
す
る
年
純
利
益
が
最
高
六
〇
万
ド
ル
を
超
え
な
い
よ
う
制
限
が
お
か
れ
、
超
過
分
は
制
限
基
金
に
組

み
入
れ
ら
れ
て
後
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
に
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
利
潤
制
限
方
式
は
、
い
く
つ
か
の
抜
け
穴
の
た
め
に

本
来
の
機
能
を
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
逆
に
そ
れ
は
会
杜
に
た
い
す
る
巧
妙
な
利
潤
保
障
の
仕
組
み
と
し
て
機
能
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
契
約
に
よ
る
超
過
利
潤
発
生
の
可
能
性
に
は
主
と
し
て
二
つ
の
も
の
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
二
種
の
料
金
基
準
の
構
成
に
つ
い
て

夫
Ａ
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
会
杜
の
持
分
資
本
の
割
合
が
異
常
に
低
い
た
め
、
見
積
費
用
と
実
際
費
用
と
の
僅
か
ら
差
異
で
も
、

持
分
資
本
報
酬
８
己
ｑ
常
９
昌
に
大
き
な
影
響
を
及
ぽ
し
う
る
。
会
杜
の
建
設
コ
ス
ト
は
Ｋ
Ｗ
当
り
ニ
ハ
○
ド
ル
に
見
稜
ら
れ
、

こ
れ
自
体
か
な
り
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
触
れ
て
お
い
た
が
、
こ
の
中
に
は
資
材
、
設
備
費
の
伸
縮
規
定
窪
８
－
ｇ
冒
肩
◎
－

く
匡
８
に
も
と
ず
く
費
用
や
事
故
費
な
ど
、
臨
時
費
Ａ
目
が
一
七
％
を
占
め
て
い
た
。
こ
れ
は
正
常
な
場
合
の
一
〇
％
に
比
べ
不
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

に
周
い
も
の
で
あ
り
、
竜
Ｌ
こ
の
臨
時
費
が
不
要
と
な
れ
は
、
持
分
資
本
報
酬
率
は
ニ
ハ
・
五
％
に
な
る
と
さ
え
云
わ
れ
た
。
、
、
、
ツ



シ
ッ
ピ
ー
河
域
発
電
会
杜
の
ご
と
く
前
例
の
な
い
程
に
巨
大
な
発
電
所
の
建
設
費
用
は
、
正
確
に
ー
予
見
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、

従
っ
て
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
Ｔ
・
Ｅ
・
マ
レ
ー
委
員
の
ご
と
き
消
極
的
契
約
賛
成
派
で
さ
え
、
資
本
費
節
約
に
１
よ
る
利
益
は
政
府
が
収
め
る
か
、

さ
も
な
け
れ
ば
超
過
コ
ス
ト
の
分
担
を
拒
否
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
政
府
は
Ｄ
Ｙ
側
の
技
術
計
画
や

設
計
の
検
討
を
行
お
う
と
も
せ
ず
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
独
自
の
コ
ス
ト
計
算
も
し
な
い
ま
ま
に
、
Ｄ
Ｙ
側
の
見
積
り
を
受
け
容
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
も
し
建
設
費
節
約
が
明
ら
か
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
基
礎
容
量
料
金
は
、
費
用
節
約
一
〇
〇
万
ド
ル
に
つ
き
僅
か
五
万
六

〇
五
〇
ド
ル
の
割
合
で
算
出
さ
れ
た
額
の
五
〇
％
だ
け
し
か
減
額
調
整
さ
れ
ず
、
し
か
も
残
る
半
分
は
会
杜
の
持
分
資
本
報
酬
と
合

せ
ら
れ
て
、
こ
れ
を
基
礎
に
税
込
み
利
潤
が
増
額
調
整
さ
れ
る
た
め
、
政
府
支
出
は
反
っ
て
大
き
く
さ
え
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

契
約
の
税
金
補
償
方
式
の
操
作
に
よ
る
緒
果
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
会
杜
が
建
設
か
ら
得
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
費
用
節
約
は
二
五

年
問
に
わ
た
っ
て
報
酬
率
の
上
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
又
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
料
金
の
主
な
要
素
は
燃
料
費
で
あ
る
が
、

一
Ｋ
Ｗ
Ｈ
生
産
に
要
す
る
熱
量
は
九
、
九
一
七
Ｂ
・
ｔ
・
ｕ
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
甚
だ
高
い
見
積
り
で
あ
っ
た
。
一
九
五
三

年
の
連
邦
動
力
委
員
会
の
年
次
報
告
に
よ
る
と
、
Ｄ
Ｙ
会
杜
の
規
模
に
最
も
近
い
オ
ハ
イ
オ
電
力
会
杜
○
巨
◎
巾
◎
ミ
胃
ｏ
９
の
熱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

率
｝
＄
け
Ｓ
試
は
九
、
四
三
二
Ｂ
・
ｔ
・
ｕ
で
あ
り
、
Ｔ
Ｖ
Ａ
電
力
部
次
長
Ｒ
・
Ａ
・
ヵ
ソ
プ
マ
ィ
ヤ
ー
は
「
こ
れ
ほ
ど
有
利
な
熱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

率
を
Ａ
Ｅ
Ｃ
に
考
慮
し
て
貰
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
」
と
莚
言
し
て
い
た
。
Ｔ
ｖ
Ａ
の
新
設
発
電
所
の
熱
率
は
大
体
九
、
四
〇
〇

Ｂ
・
ｔ
・
ｕ
前
後
で
あ
る
。
一
般
会
計
局
Ｏ
竃
¢
§
Ｈ
声
ｏ
８
旨
－
轟
○
＄
ｏ
¢
は
、
も
し
Ｄ
Ｙ
発
電
所
が
相
応
の
能
率
を
以
て
操
業
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

れ
る
な
ら
ば
燃
料
コ
ス
ト
は
年
四
七
万
ド
ル
以
上
も
少
く
て
済
む
は
ず
だ
と
指
摘
し
て
お
り
、
こ
の
費
用
要
素
は
何
ら
調
整
さ
れ
な

い
た
め
、
会
杜
は
完
全
に
利
益
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
超
過
利
潤
収
得
の
可
能
性
は
特
別
積
立
金
勘
定
、
制
限
基
金
の
二
種
の
利
潤
制
限
勘
定
の
設
定
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
形
を
と
っ

　
　
　
冥
Ｈ
旨
－
■
牡
易
契
約
に
つ
い
て
（
辻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
（
五
六
七
）
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て
い
る
が
、
余
剰
電
力
の
契
約
外
販
売
か
ら
生
ず
る
収
益
は
別
個
の
会
計
に
計
上
さ
れ
、
会
杜
が
同
系
統
電
力
会
杜
に
電
力
を
融
通

販
売
し
て
得
た
利
益
に
は
制
限
的
効
果
が
及
ば
な
い
た
め
、
利
潤
制
限
は
事
実
上
形
式
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
。
新
会
杜
に
た
い
す

る
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
負
荷
率
は
八
○
％
と
予
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
会
杜
は
一
〇
万
Ｋ
Ｗ
以
上
の
予
備
容
量
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
年
問
一
〇
億
Ｋ
Ｗ
Ｈ
に
の
ぼ
る
電
力
量
が
会
杜
の
自
由
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
設
傭
容
量
一
般
は
す
で
に
政
府
が
負
担

し
て
お
り
、
追
加
的
労
務
費
と
い
っ
て
も
雇
傭
労
働
者
総
数
に
は
変
化
が
な
い
た
め
大
し
た
も
の
で
は
な
い
、
と
す
れ
ば
余
剰
電
力
の

生
産
コ
ス
ト
は
実
質
的
に
追
加
燃
料
費
だ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
Ｅ
・
キ
ー
フ
ォ
ー
バ
ー
上
院
議
院
の
推
定
に
よ
る
と
、
会
杜
は

Ｋ
Ｗ
Ｈ
当
り
の
原
価
一
・
八
、
一
・
ル
の
電
力
に
一
ミ
ル
の
利
潤
を
附
加
し
て
販
売
す
る
と
し
て
も
、
年
四
八
万
ド
ル
の
利
益
を
得
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
も
同
系
列
電
力
会
杜
は
、
二
・
八
ミ
ル
で
買
い
と
っ
た
電
力
を
転
売
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
更

に
大
き
な
利
益
を
実
現
し
得
る
。
Ｄ
Ｙ
系
統
の
会
杜
設
傭
は
古
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
発
電
コ
ス
ト
が
Ｋ
Ｗ
Ｈ
当
り
四
な
い
し

四
・
五
、
・
・
ル
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
そ
の
利
益
が
如
何
に
莫
大
な
も
の
に
な
る
か
が
分
る
。
こ
う
し
た
予
備
容
量
か
ら
の
利

益
は
、
Ｔ
Ｖ
Ａ
の
メ
ソ
フ
ィ
ス
地
域
で
の
負
荷
率
が
実
際
に
は
八
○
％
よ
り
か
な
り
小
さ
い
た
め
、
更
に
増
大
す
る
可
能
性
さ
え
存

在
し
て
い
た
。

　
制
限
の
及
ば
ぬ
超
過
利
潤
は
、
減
価
償
却
そ
の
他
各
種
準
備
金
か
ら
も
生
ず
る
。
固
定
設
備
の
償
却
は
減
債
基
金
法
で
行
わ
れ
、

年
償
却
額
は
年
貸
務
償
還
額
に
ほ
ぼ
等
し
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
会
杜
は
投
資
の
大
部
分
す
な
わ
ち
九
五
％
ま
で
を
杜
廣
、

借
入
金
で
調
達
し
て
い
る
　
　
通
常
ア
メ
リ
ヵ
の
会
杜
の
持
分
資
本
率
が
三
五
％
で
あ
る
こ
と
に
比
べ
れ
ば
、
こ
の
会
杜
の
持
分
資

本
率
五
％
は
異
常
に
近
い
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
こ
と
が
可
能
な
の
も
Ｄ
Ｙ
会
杜
が
政
府
に
保
障
さ
れ
た
安
全
有
利
な
投
資
で
あ
る

か
ら
に
外
な
ら
な
い
　
　
た
め
、
負
債
が
通
常
の
減
価
償
却
期
間
よ
り
も
か
な
り
早
く
三
一
年
問
で
償
還
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、



ほ
と
ん
ど
無
償
の
残
存
設
備
価
値
と
い
う
形
で
巨
額
の
利
益
が
会
杜
に
帰
す
る
こ
と
に
な
る
。
ア
メ
リ
ヵ
公
共
電
力
協
会
声
昌
胃
｛
１

○
竃
巾
亭
ぎ
勺
ｏ
考
胃
声
ｏ
。
。
。
ｏ
庄
四
ま
目
の
事
務
局
長
Ａ
・
ラ
ヂ
ソ
は
、
火
力
発
電
所
の
減
価
償
却
期
問
は
普
通
四
〇
年
で
あ
り
、
Ｄ

Ｙ
発
電
所
は
償
却
終
了
後
ほ
ぼ
一
〇
年
問
の
耐
用
年
限
を
も
つ
わ
け
で
、
こ
れ
を
直
線
法
で
評
価
す
れ
ば
お
よ
そ
二
七
〇
〇
万
ド
ル

に
値
し
、
契
約
に
よ
る
電
力
収
益
の
お
か
げ
で
会
杜
は
最
初
に
投
入
し
た
資
本
価
値
五
五
〇
万
ド
ル
の
五
倍
に
値
す
る
発
電
所
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

所
有
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
合
同
委
員
会
で
莚
言
し
た
。
こ
の
他
各
種
準
備
金
か
ら
山
分
け
利
益
が
生
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

例
え
ば
Ａ
Ｅ
Ｃ
は
保
全
費
支
出
と
し
て
六
〇
万
ド
ル
に
一
Ｋ
Ｗ
Ｈ
当
り
一
・
五
ミ
ル
の
割
合
で
加
算
し
た
も
の
を
契
約
全
期
に
わ
た

っ
て
支
払
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
は
総
額
三
六
〇
〇
万
ド
ル
に
達
す
る
。
も
し
見
積
保
全
費
が
同
年
度
内
に
支
出
さ
れ
な
け
れ
ば
保

全
繰
越
準
傭
金
註
守
冒
＆
昌
巴
鼻
彗
竃
８
Ｈ
０
。
っ
ｏ
ミ
ｏ
に
稜
立
て
ら
れ
る
が
、
こ
の
準
備
金
は
四
五
年
間
　
　
契
約
に
よ
れ
ば
設
傭

は
三
一
年
問
で
僕
却
さ
れ
て
無
価
値
に
な
る
計
算
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
　
　
積
立
て
ら
れ
、
会
杜
は
政
府
の
費
用
で
一
五
年
問
の

追
加
保
全
費
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
基
金
は
投
資
に
ふ
り
向
け
ら
る
こ
と
が
出
来
、
最
後
に
発
電
所
が
完

全
に
信
頼
し
う
る
能
率
的
操
業
条
件
に
お
か
れ
て
後
、
残
高
が
あ
る
場
合
に
政
府
と
会
杜
と
の
問
で
半
六
に
分
け
取
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
同
様
の
操
作
が
総
額
六
〇
〇
万
ド
ル
ほ
ど
の
取
替
準
傭
金
『
｛
庁
８
昌
８
け
『
轟
實
き
に
つ
い
て
も
仕
組
ま
れ
て
い
た
。

　
右
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
は
二
種
の
利
潤
制
限
勘
定
は
本
来
の
目
的
を
果
す
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
れ
は
む
し
ろ
会
杜
に

た
い
す
る
収
益
保
証
の
二
重
の
ク
ッ
シ
ヨ
ソ
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
も
し
、
各
年
の
所
得
が
持
分
資
本
報
酬
率
九

％
に
達
し
な
い
場
合
に
は
特
別
積
立
金
か
ら
そ
の
差
額
を
ひ
き
出
す
こ
と
が
で
き
、
更
に
又
制
限
基
金
も
年
収
益
が
持
分
資
本
に
た

い
す
る
六
〇
万
ド
ル
の
上
限
に
達
し
な
い
時
に
は
こ
れ
を
上
限
に
ま
で
ひ
き
あ
げ
る
た
め
に
利
用
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て

二
つ
の
基
金
が
、
契
約
の
全
期
問
を
通
じ
て
、
収
益
の
良
好
な
年
の
利
益
を
予
備
基
金
と
し
て
、
会
杜
が
毎
年
四
九
万
五
〇
〇
〇
ド

　
　
　
９
曽
甲
■
牡
霧
契
約
に
つ
い
て
（
辻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
　
（
五
六
九
）

甘
’

…

巾
｝“一

一
｛
……』

山

「阯…＾｝…一
…
－

－

’閉川
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立
命
憎
経
済
学
（
第
八
巻
．
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
　
（
五
七
〇
）

ル
の
純
利
益
を
得
、
更
に
そ
れ
を
超
え
て
六
〇
万
ド
ル
の
年
純
利
益
を
も
確
保
し
う
る
よ
う
保
障
す
る
二
重
の
ク
ッ
シ
ョ
ソ
の
働
き

を
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
特
別
積
立
勘
定
が
あ
る
年
度
末
に
五
〇
万
ド
ル
を
超
過
す
れ
ば
そ
の
分
は
Ａ
Ｅ
Ｃ
と
会
杜
と
で
分
割
吐
ら

れ
、
契
約
終
了
時
に
残
高
が
双
方
で
平
等
に
分
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
に
も
山
分
け
利
益
の
源
泉
が
あ
る
わ
け

で
あ
る
。

　
政
府
に
よ
る
会
杜
の
利
益
保
障
は
、
税
金
補
償
支
払
を
通
じ
て
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
契
約
で
は
料
金
が
建
設
費
、

営
業
費
等
と
関
連
し
て
決
定
さ
れ
る
場
合
、
税
引
後
利
益
が
そ
れ
ら
と
一
定
割
合
を
保
つ
よ
う
に
年
報
酬
額
が
決
め
ら
れ
て
い
る
◎

こ
れ
は
政
府
契
約
で
会
杜
所
得
税
が
直
接
補
償
さ
れ
、
会
杜
の
税
負
担
を
政
府
が
肩
替
り
す
る
こ
と
は
不
健
全
な
政
策
で
あ
る
と
い

う
主
旨
の
も
と
に
そ
れ
を
禁
じ
た
、
一
九
五
四
年
原
子
力
法
ゴ
ア
修
正
条
項
ｏ
◎
昌
声
昌
ｏ
邑
昌
¢
鼻
を
す
り
抜
け
る
た
め
の
偽
臓
的

措
置
で
あ
っ
。
た
。
Ｄ
Ｙ
会
杜
は
こ
れ
に
よ
っ
て
政
府
か
ら
直
接
五
三
万
六
〇
〇
〇
ド
ル
の
連
邦
税
そ
の
他
、
州
税
、
地
方
税
の
実
質

的
な
補
償
を
受
け
る
が
、
も
し
営
業
費
用
が
大
幅
に
見
稜
額
を
起
え
た
り
、
あ
る
い
は
契
約
外
電
力
販
売
か
ら
損
失
が
生
じ
た
場
合
・

所
得
税
申
告
は
政
府
か
ら
既
に
補
償
さ
れ
た
額
よ
り
も
ダ
っ
と
少
く
な
る
反
面
、
超
過
利
潤
が
生
じ
た
場
合
に
は
そ
れ
が
特
別
基
金

に
積
立
て
ら
れ
て
二
五
年
の
問
所
得
税
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
Ｄ
・
Ｙ
・
会
杜
は
そ
の
営
業
上
の
損
失
を

税
金
費
用
で
埋
め
合
わ
す
自
由
が
与
え
ら
れ
、
常
に
九
％
の
資
本
収
益
率
を
確
保
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
税
率
が
五

二
％
以
下
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
会
杜
の
利
益
は
更
に
大
き
く
な
る
一
方
、
も
し
法
律
が
変
更
さ
れ
て
、
現
在
の
相

殺
方
式
が
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
　
「
か
か
る
法
律
の
変
更
に
も
と
づ
く
支
払
条
項
効
果
の
変
化
を
、
可
能
な
限
り
最
少

限
に
と
ど
め
る
目
的
を
以
て
」
　
（
契
約
第
四
上
二
条
）
支
払
条
項
を
修
正
す
る
よ
う
、
予
め
取
り
決
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
又
、
契
約
解
除
の
際
に
は
最
高
五
、
一
五
〇
万
ド
ル
の
解
約
料
支
払
が
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
額
は
ほ
と
ん
ど
契
約
全
期
に



わ
た
っ
て
固
定
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
年
後
に
は
じ
め
て
幾
分
減
少
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
契
約
に
先
立
つ
他

の
二
つ
の
政
府
電
力
契
約
よ
り
も
有
利
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
右
の
よ
う
に
会
杜
側
は
政
府
か
ら
様
六
の
保
障
を
受
け
て
い
な
が
ら
、
そ
の
義
務
は
か
な
り
ゆ
る
や
か
な
も
の
で
あ
り
、
他
面
、

政
府
側
の
権
限
は
で
き
る
だ
け
制
約
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
契
約
に
は
電
力
の
確
定
引
渡
期
目
が
な
く
、
発
効
後
三
二
、
三
四
、

三
六
ヶ
月
以
内
に
夫
六
三
発
電
所
が
建
設
さ
れ
る
べ
く
「
最
善
の
努
力
を
払
う
」
よ
う
約
束
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
契
約
違
反
に
た

い
す
る
措
置
が
全
く
な
い
の
で
あ
る
。
事
故
に
よ
る
一
部
発
電
所
の
休
止
の
場
合
で
も
容
量
料
金
は
変
化
せ
ず
、
税
金
も
相
変
ら
ず

支
払
わ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
不
可
抗
力
｛
冒
８
昌
ど
９
お
の
事
由
の
場
合
　
　
こ
れ
に
は
会
杜
の
設
備
設
計
上
の
失
敗
や
怠
慢
に

よ
る
事
故
、
ス
ト
ラ
イ
キ
、
あ
る
い
は
会
杜
自
身
が
勝
手
に
危
険
な
敷
地
を
選
ん
だ
に
も
拘
ら
ず
洪
水
禍
発
生
の
場
合
も
含
ま
れ
て

い
る
　
　
に
は
、
会
杜
は
電
力
引
渡
不
能
よ
り
生
ず
る
一
切
の
損
失
に
１
責
任
は
な
い
も
の
と
さ
れ
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
は
料
金
全
額
支
払
の
義

務
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
ひ
き
か
え
Ａ
Ｅ
Ｃ
側
は
、
建
設
工
事
の
検
査
、
テ
ス
ト
の
権
限
も
な
く
、
不
適
当
と
思

わ
れ
た
場
合
の
設
備
拒
絶
の
力
も
な
い
。
Ｄ
Ｙ
発
電
所
の
設
計
、
建
設
が
、
悪
名
高
い
；
向
旺
◎
・
８
饒
霧
８
、
、
（
エ
バ
ス
コ
の
大
失

〔
註
〕

策
）
の
、
当
の
責
任
者
エ
バ
ス
コ
技
術
供
給
会
杜
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
右
の
取
り
決
め
は
大
き
な
意
味
を
も
っ

て
い
た
と
云
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
〔
註
〕
　
先
に
挙
げ
た
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
杜
の
ジ
ョ
ッ
パ
火
力
発
電
所
建
設
を
請
負
っ
た
エ
バ
ス
コ
技
術
供
絵
会
杜
が
、
見
積
り
建
設
費
の
六

　
　
〇
％
以
上
、
四
〇
〇
〇
万
ド
ル
に
余
る
赤
字
を
出
し
な
が
ら
、
結
局
失
敗
し
て
手
を
引
い
た
事
件
。

　
又
、
将
来
当
事
者
に
同
意
を
要
す
る
事
項
に
っ
い
て
紛
争
が
生
じ
た
場
合
、
こ
れ
を
仲
裁
委
員
会
で
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
が
、
そ
の
三
人
の
委
員
中
、
双
方
の
代
表
委
員
各
一
名
の
他
に
第
三
老
委
員
と
し
て
電
力
事
業
経
営
者
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
は
、

　
　
　
冒
さ
甲
■
９
霧
契
約
に
つ
い
て
（
辻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
（
五
七
一
）

。
一



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
　
（
五
七
二
）

仲
裁
規
定
が
政
府
側
を
充
分
保
護
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
た
。

　
か
く
て
、
Ｄ
Ｙ
契
約
を
総
括
的
に
見
る
な
ら
ば
、
Ｃ
・
ホ
リ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
Ｍ
・
プ
ラ
ィ
ス
下
院
議
員
が
原
子
力
合
同
委
員
会
で

断
定
し
た
よ
う
に
、
そ
の
「
全
構
造
は
投
下
資
本
に
た
い
す
る
最
少
限
九
％
の
報
酬
を
基
礎
に
し
て
い
る
。
こ
の
報
酬
が
実
現
さ
れ

な
い
可
能
性
は
実
際
上
、
零
で
あ
る
。
全
て
の
可
能
性
は
実
質
的
に
九
％
以
上
の
報
酬
を
指
向
し
て
い
る
」
の
で
あ
っ
て
、
「
政
府

は
二
五
年
間
に
わ
た
り
、
五
億
一
、
九
〇
〇
万
ド
ル
の
公
共
資
金
支
出
を
あ
ら
わ
す
、
危
険
の
な
い
市
場
を
Ｄ
Ｙ
会
杜
に
提
供
」
し

　
　
　
　
　
　
（
８
）

た
も
の
で
あ
っ
た
。

２
、
こ
の
電
力
契
約
は
、
最
初
か
ら
大
統
領
、
予
算
局
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
な
ど
の
国
家
諸
機
関
と
密
接
に
緒
び
つ
い
て
い
た
Ｄ
Ｙ
グ
ル
ー
プ

に
与
え
ら
れ
る
よ
う
計
画
さ
れ
、
か
つ
実
行
さ
れ
た
。

　
契
約
前
文
に
、
本
取
引
は
一
九
五
四
年
一
月
の
ア
ィ
ゼ
ソ
ハ
ワ
ー
大
統
領
予
算
教
書
に
示
さ
れ
た
た
私
的
電
力
購
入
の
要
請
に
も

と
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
し
、
契
約
の
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
達
は
こ
の
教
書
を
行
動
合
理
化
の
金
科
玉
条
と
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

た
。
し
か
し
大
統
領
教
書
は
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
国
家
権
力
の
総
括
的
代
表
者
に
よ
る
一
般
的
な
政
策
基
調
と
し
て
、
白
由
企
業
主
義
を
打

ち
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
具
体
的
内
容
を
も
り
こ
む
の
は
関
係
国
家
機
関
と
私
的
独
占
と
の
具
体
的
な
繋
り
で
あ
る
。
事
実

Ｄ
Ｙ
と
の
交
渉
は
す
で
に
五
三
年
末
か
ら
予
算
局
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
と
の
問
で
行
わ
れ
て
い
た
。
大
統
領
は
取
引
の
一
般
的
原
則
を
策
定
す

る
の
み
な
ら
ダ
、
一
且
準
備
さ
れ
た
具
体
的
取
引
に
た
い
し
て
は
強
力
な
推
進
者
と
し
て
機
能
し
た
。
一
九
五
四
年
四
月
の
修
正
提

案
を
強
引
に
成
約
さ
せ
る
べ
く
、
予
算
局
長
Ｒ
・
ヒ
ュ
ー
ズ
は
大
統
領
が
Ａ
Ｅ
Ｃ
に
た
い
し
、
右
提
案
に
そ
っ
て
交
渉
を
進
め
る
よ

う
要
請
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
そ
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
契
約
承
認
は
大
統
領
の
要
請
が
あ
っ
て
問
も
な
く
の
こ
と
で
あ
っ
た
。



　
原
子
力
合
同
委
員
会
、
上
院
反
ト
ラ
ス
ト
独
占
小
委
員
会
の
聴
間
会
で
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
取
引
で
の
予
算
局
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
等

と
Ｄ
Ｙ
グ
ル
ー
プ
と
の
背
後
関
係
が
追
求
さ
れ
た
。

　
ミ
シ
ツ
ッ
ピ
ー
河
域
発
電
会
杜
の
主
た
る
発
起
会
杜
ミ
ド
ル
・
サ
ウ
ス
電
力
株
式
会
杜
は
、
　
ユ
ナ
イ
テ
ヅ
ド
株
式
会
杜
自
邑
け
＆

Ｏ
◎
与
．
と
共
に
モ
ル
ガ
ソ
の
支
配
を
受
け
、
か
っ
ア
メ
リ
ヵ
電
力
業
で
最
大
級
の
規
模
の
公
益
事
業
持
株
会
杜
で
あ
っ
た
電
気
証
券

株
式
会
杜
里
ｏ
９
ユ
ｏ
雰
邑
俸
０
ｏ
ぎ
冒
Ｏ
◎
ｈ
Ｐ
が
、
　
一
九
三
五
年
の
公
溢
事
業
持
株
会
杜
法
～
婁
ｏ
Ｏ
邑
ｑ
｝
ｏ
巨
轟
Ｏ
◎
昌
マ

　
　
　
　
　
　
〔
註
〕

彗
｝
声
ｇ
◎
｛
Ｈ
竃
閉
に
よ
り
、
一
九
四
九
年
に
分
割
せ
ら
れ
て
で
き
た
新
持
株
会
杜
で
あ
る
。

　
〔
註
〕
　
公
益
事
業
持
株
会
杜
法
は
経
済
的
、
地
理
的
必
要
の
限
度
を
超
え
、
支
配
の
目
的
を
以
て
数
州
に
ま
た
が
り
組
織
さ
れ
た
持
株
会
杜
を
分
割

　
　
単
純
化
し
（
同
法
第
十
一
条
）
、
公
益
事
業
の
地
域
的
、
経
済
的
経
営
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
（
同
法
一
条
一
二
条
）

　
電
気
証
券
株
式
会
杜
は
五
つ
の
中
問
持
株
会
杜
Ｏ
。
亭
ぎ
曇
長
８
昌
寝
享
を
擁
し
て
い
た
が
、
そ
の
一
つ
の
電
力
電
燈
会
杜

里
ｏ
ｇ
ユ
ｏ
勺
◎
奉
實
俸
ご
ｏ
ｑ
ま
が
分
割
せ
ら
れ
、
旧
支
配
電
力
会
杜
の
う
ち
四
杜
の
普
通
株
持
分
一
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
余
り
を
引

き
継
ぐ
新
持
株
会
杜
と
し
て
、
ミ
ド
ル
・
サ
ウ
ス
電
力
会
杜
が
創
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
最
高
持
株
会
杜
で
あ
っ
た
電
気
証

券
株
式
会
杜
は
要
易
８
Ｃ
０
胃
ｉ
Ｏ
窃
と
い
う
技
術
供
給
会
杜
を
組
織
し
、
こ
れ
が
旧
系
列
下
の
各
電
力
会
杜
と
の
問
に
サ
ー
ビ
ス

契
約
を
結
び
、
そ
の
綱
の
目
の
中
で
政
策
決
定
機
関
り
ｏ
Ｈ
巨
馬
晶
ｇ
２
と
し
て
機
能
し
、
旧
子
会
杜
を
監
督
し
な
が
ら
こ
れ
ま

で
同
様
の
支
配
体
系
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
Ｅ
・
Ｈ
・
デ
ィ
ク
ソ
ソ
は
ミ
ド
ル
・
サ
ウ
ス
電
力
会
杜
お
よ
び
そ
の
四
子
会
杜

の
杜
長
で
あ
り
、
同
杜
は
又
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
杜
の
持
分
資
本
六
二
〇
万
ド
ル
の
う
ち
一
〇
％
を
所
有
し
、
か
れ
は
そ
の

副
杜
長
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
Ｅ
・
Ｈ
・
デ
ィ
ク
ソ
ソ
は
ミ
シ
ッ
ッ
ピ
ー
河
域
発
電
会
杜
の
杜
長
と
し
て
、
同
じ
ミ
ド
ル
・
サ
ウ

ス
出
身
の
Ｄ
・
Ｏ
・
ケ
ネ
デ
ィ
副
杜
長
と
と
も
に
、
こ
の
新
会
杜
を
支
配
す
る
地
位
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
Ｕ
気
旨
｛
ｇ
易
契
約
に
つ
い
て
（
辻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
　
（
五
七
三
）

…
……叩

柑…



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
　
（
五
七
四
）

　
も
う
一
つ
の
発
起
会
杜
、
サ
ザ
ソ
会
杜
も
や
は
り
モ
ル
ガ
ソ
の
支
配
下
に
あ
っ
た
巨
大
公
益
事
業
持
株
会
杜
、
コ
モ
ソ
ウ
ェ
ル

ス
・
ア
ソ
ド
・
サ
ザ
ソ
株
式
会
杜
Ｏ
◎
昌
昌
◎
づ
事
＄
－
亭
彗
ｐ
Ｏ
ｏ
昌
亭
ｏ
；
Ｏ
◎
Ｈ
り
・
が
解
体
を
ら
れ
た
際
に
新
設
さ
れ
た
持
株
会
杜
で

あ
り
、
そ
の
取
締
役
会
六
長
Ｅ
・
Ａ
・
イ
ェ
ー
ツ
は
ミ
ツ
ッ
ッ
ピ
ー
河
域
発
電
会
杜
の
次
席
副
杜
長
と
な
っ
た
。

　
〔
註
〕
　
コ
モ
ソ
ウ
ェ
ル
ス
・
ア
ソ
ド
・
サ
ザ
ソ
株
式
会
杜
は
、
前
記
の
電
気
証
券
株
式
会
杜
と
同
様
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ァ
ー
ス
ト
ナ
シ
ョ
ナ

　
　
ル
銀
行
ヨ
易
け
Ｚ
斗
ざ
§
一
団
竃
吋
◎
｛
Ｚ
．
ド
お
よ
び
ボ
ソ
ブ
ラ
イ
ト
株
式
会
杜
雰
昌
マ
荷
罧
Ｏ
◎
壱
．
か
ら
役
員
が
派
遺
さ
れ
て
、
モ
ル
ガ

　
　
ソ
の
勢
力
下
に
お
か
れ
て
い
た
。

　
Ａ
Ｅ
Ｃ
と
Ｄ
Ｙ
グ
ル
ー
プ
と
の
取
引
を
主
導
的
に
仲
介
し
た
の
は
、
こ
の
新
会
杜
の
巨
額
な
杜
債
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た

大
投
資
銀
行
７
ア
ー
ス
ト
・
ボ
ス
ト
ソ
株
式
会
杜
ヨ
易
け
雰
・
・
け
８
０
◎
与
．
で
あ
っ
た
。
投
資
銀
行
と
↓
て
は
最
大
会
杜
の
」
つ
で

あ
り
、
国
債
引
受
け
で
は
全
米
第
一
位
を
し
め
、
公
益
事
業
投
資
に
大
き
な
比
重
を
保
っ
て
い
た
同
杜
は
、
は
じ
め
モ
ル
ガ
ソ
金
融

帝
国
の
地
方
出
先
機
関
で
あ
っ
た
ポ
ス
ト
ソ
集
団
の
支
配
す
る
、
ボ
ス
ト
ソ
・
フ
ア
ー
ス
ト
・
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
銀
行
艮
易
“
オ
註
◎
§
Ｈ

霊
鼻
◎
｛
吋
易
け
８
か
ら
、
一
九
三
二
年
銀
行
法
団
彗
斤
ト
ｇ
◎
｛
Ｈ
竃
Ｎ
に
よ
り
証
券
投
資
部
門
が
独
立
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
同
杜
が
一
九
三
四
年
に
チ
ェ
ー
ズ
・
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
銀
行
Ｏ
｝
嵩
ｏ
オ
註
◎
§
Ｈ
団
彗
〆
の
投
資
銀
行
姉
妹
会
杜
と
合
同

し
た
際
、
そ
の
指
導
的
地
位
の
大
部
分
が
チ
ェ
ー
ズ
・
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
銀
行
系
の
人
物
で
し
め
ら
れ
、
更
に
一
九
四
六
年
メ
ロ
ソ
証
券

株
式
会
杜
竃
９
８
０
０
８
冒
ま
９
０
◎
昌
．
を
も
合
併
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ボ
ス
ト
ソ
株
式
会
杜
は
、
公
益
事
業
産

業
に
大
き
な
力
を
も
っ
て
い
る
モ
ル
ガ
ソ
勢
力
の
領
域
を
侵
す
べ
く
、
ボ
ス
ト
ソ
、
メ
ロ
ソ
集
団
を
同
盟
軍
に
引
き
入
れ
た
ロ
ヅ
ク

フ
ェ
ラ
ー
勢
力
の
金
融
拠
点
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
Ｄ
Ｙ
取
引
に
お
い
て
モ
ル
ガ
ソ
系
列
の
公
益
事
業
持
株
会
杜
に
フ
ア
ー
ス

ト
・
ボ
ス
ト
ソ
が
金
融
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
企
て
の
着
実
な
進
展
を
，
示
す
も
の
で
あ
り
、
公
益
事
業
、



原
子
力
そ
の
他
航
空
機
、
電
子
工
業
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
ロ
ヅ
ク
フ
ェ
ラ
ー
勢
力
の
全
面
的
准
出
行
動
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ

っ
た
。

　
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ポ
ス
ト
ソ
杜
は
、
オ
ハ
ィ
ォ
河
域
電
気
株
式
会
杜
契
約
に
お
い
て
も
三
五
〇
〇
万
ド
ル
に
の
ぼ
る
杜
資
を
引
受
け
、

そ
の
三
四
％
を
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ソ
生
命
保
険
会
杜
峯
司
暑
◎
鼻
彗
巨
守
に
売
却
し
て
い
た
。
　
ミ
ツ
ツ
ヅ
ピ
河
域
発
電
会
杜
の
杜
貸

も
、
同
じ
く
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ボ
ス
ト
ソ
を
通
じ
て
主
に
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ソ
生
命
保
険
お
よ
び
チ
ェ
ー
ズ
・
ナ
ツ
ヨ
ナ
ル
銀
行
が
買
い

入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
ロ
ヅ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
法
律
事
務
所
サ
リ
バ
ソ
・
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
○
ｏ
巳
尋
彗
印
９
◎
昌
ミ
ｏ
目

が
取
引
に
お
け
る
Ｄ
Ｙ
グ
ル
ー
プ
の
法
律
顧
間
と
し
て
か
れ
ら
を
代
表
し
て
い
た
。

　
Ｄ
Ｙ
取
引
に
は
金
融
顧
間
と
し
て
、
Ｐ
・
Ｌ
・
ミ
ラ
ー
が
参
劃
し
て
い
た
が
、
か
れ
は
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ボ
ス
ト
ソ
株
式
会
杜
の
証

券
販
売
担
当
副
杜
長
で
あ
り
、
こ
の
人
事
は
予
算
局
の
外
部
職
員
◎
巨
。
・
巨
ｏ
◎
曽
ｏ
邑
と
し
て
Ｔ
Ｖ
Ａ
間
題
の
研
究
に
従
事
し
て
い

た
同
杜
副
杜
長
Ａ
・
Ｈ
・
ウ
ェ
ソ
ゼ
ル
と
予
算
局
長
Ｒ
・
ヒ
ュ
ー
ズ
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
政
府
側
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
る
予
算
局
長
Ｒ
・
ヒ
ュ
ー
ズ
は
一
九
五
三
年
三
月
予
算
局
に
入
る
ま
で
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
と

関
係
の
深
い
フ
ア
ー
ス
ト
・
ナ
ツ
。
ヨ
ナ
ル
．
ツ
チ
イ
銀
行
ヨ
易
け
オ
黒
－
８
巴
９
ｑ
霊
目
斤
の
コ
ソ
ト
ロ
ー
ラ
ー
で
あ
り
、
又
「
核
丘
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

器
企
業
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
、
政
府
諸
機
関
と
会
杜
重
役
と
の
間
の
き
わ
め
て
緊
密
な
相
互
作
用
の
舞
台
」
で
、
か
つ
Ｄ
Ｙ
契

約
の
政
府
代
表
機
関
で
あ
っ
た
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
委
員
長
Ｌ
・
Ｌ
・
ツ
一
ト
ラ
ウ
ス
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
兄
弟
株
式
会
杜
内
◎
ｏ
零
竺
胃

宰
◎
亭
¢
員
巨
Ｏ
．
の
金
融
顧
問
で
、
同
族
諸
会
杜
の
取
締
役
を
兼
ね
て
い
た
。

　
上
院
の
反
ト
ラ
ス
ト
独
占
法
務
小
委
員
会
で
は
こ
れ
ら
私
的
独
占
と
政
府
諸
機
関
と
の
人
的
連
繋
が
特
に
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

就
中
、
予
算
局
長
Ｒ
・
ヒ
ュ
ー
ズ
、
同
外
部
職
員
Ａ
・
Ｈ
・
ウ
ェ
ソ
ゼ
ル
の
役
割
が
重
視
さ
れ
、
か
れ
が
政
府
と
私
的
会
杜
の
双
方

　
　
　
】
）
オ
旨
－
■
９
轟
契
約
に
つ
い
て
（
辻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
（
五
七
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
　
（
五
七
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

を
代
表
し
て
い
る
点
が
鋭
く
追
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
国
家
諸
機
関
と
私
的
独
占
と
の
完
全
な
協
同
を
ま
え
に
、
他
の
非
独
占
的
競
争
業
者
は
ま
こ
と
に
簡
単
に
取
引
か
ら
排
除
さ

れ
た
。
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
投
資
銀
行
業
者
サ
ー
モ
ソ
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
・
ア
ソ
ド
・
ハ
ッ
ラ
ー
ｏ
ｏ
竺
昌
８
吋
８
亭
胃
の
彗
ｑ

｝
暮
邑
胃
や
、
コ
ー
ル
ド
ウ
ユ
ル
・
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ト
リ
ソ
ブ
ル
・
ア
ソ
ド
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
Ｏ
ｏ
５
ミ
ｏ
戸
く
四
易
ブ
』
ボ
弓
ユ
昌
げ
－
¢
印

く
ぎ
ぎ
－
な
ど
四
つ
の
利
権
グ
ル
ー
プ
が
、
財
務
、
経
済
間
題
コ
ソ
サ
ル
タ
ソ
ト
Ｗ
・
Ｖ
・
ト
レ
ッ
コ
フ
を
中
心
と
し
て
一
九
五

四
年
四
月
に
、
Ｄ
Ｙ
契
約
よ
り
も
蓬
か
に
政
府
に
有
利
な
提
案
　
　
例
え
ば
Ｋ
Ｗ
Ｈ
当
り
電
カ
コ
ス
ト
は
Ｄ
Ｙ
の
四
・
一
七
ミ
ル
に

た
い
し
て
、
こ
れ
で
は
最
低
見
積
り
三
・
二
六
ミ
ル
、
最
高
で
も
三
・
四
〇
ミ
ル
に
す
ぎ
な
か
っ
た
　
　
を
申
し
出
た
に
も
拘
ら
ダ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
註
〕

ろ
く
に
検
討
も
さ
れ
ダ
に
同
年
七
月
棄
却
さ
れ
た
。

　
〔
註
〕
　
Ｗ
・
Ｖ
・
ト
レ
ッ
コ
フ
・
グ
ル
ー
プ
の
提
案
は
最
初
か
ら
予
算
局
の
下
級
機
関
で
取
り
扱
わ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
又
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
Ａ
Ｅ
Ｃ
委

　
　
員
長
は
、
こ
れ
が
Ｄ
Ｙ
提
案
よ
り
も
劣
る
と
敢
て
い
い
、
し
か
も
か
か
る
提
案
は
Ｔ
Ｖ
Ａ
が
自
己
の
責
任
で
採
否
を
考
慮
す
べ
き
間
題
だ
と
冷
淡

　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

　
　
に
っ
っ
ぱ
ね
た
。
こ
れ
は
同
じ
種
類
の
Ｄ
Ｙ
提
案
に
た
い
し
て
は
Ａ
Ｅ
Ｃ
を
積
極
的
な
仲
介
者
と
す
る
こ
と
に
何
の
蠕
踏
も
見
せ
な
か
っ
た
人
間

　
　
の
態
度
と
し
て
は
、
誠
に
不
可
解
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
又
、
Ｗ
・
Ｖ
・
ト
レ
ッ
コ
フ
グ
ル
ー
プ
は
そ
の
技
術
関
係
者
と
し
て
ギ
ブ
ズ
・
ア
ソ
ド
・
ヒ
ル
株
式
会
杜
９
事
ｏ
・
印
雪
戸
巨
ｏ
．
を
任
命
す
る

　
　
よ
う
要
請
し
た
が
、
問
も
た
く
同
杜
は
「
米
国
に
お
け
る
私
的
電
力
業
老
の
利
益
に
反
す
る
よ
う
な
、
い
か
た
る
努
力
に
も
、
杜
名
を
か
す
こ
と

　
　
は
出
来
な
い
」
と
し
て
提
案
か
ら
同
杜
名
を
取
り
除
く
こ
と
を
Ｗ
・
Ｖ
・
ト
レ
ッ
コ
フ
に
要
求
し
た
。
こ
れ
は
同
杜
が
Ｅ
・
Ｈ
ニ
ァ
ィ
ク
ソ
ソ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

　
　
子
会
杜
と
の
取
引
関
係
に
注
意
す
る
よ
う
忠
告
し
た
、
彼
の
圧
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

　
従
来
、
政
府
契
約
は
競
争
入
札
制
を
と
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
原
子
力
産
業
に
つ
い
て
は
機
密
保
持
そ
の
他
の
理
由
で
交
渉

契
約
制
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
Ｄ
Ｙ
契
約
も
こ
れ
を
踏
襲
し
た
。
競
争
入
札
制
に
反
対
し
た
合
同
委
貧
会



内
の
Ｄ
Ｙ
賛
成
派
は
、
発
電
所
位
置
に
か
ん
す
る
技
術
的
考
慮
や
契
約
終
了
後
の
市
場
転
換
の
可
能
性
、
計
画
失
敗
時
の
代
替
電
力

確
保
の
必
要
な
ど
か
ら
、
交
渉
は
メ
ソ
フ
イ
ス
地
域
に
近
接
す
る
電
力
組
織
に
限
定
さ
れ
、
建
設
能
力
の
点
か
ら
い
っ
て
Ｄ
Ｙ
グ
ル

ー
プ
に
決
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
主
張
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
メ
ソ
フ
イ
ス
地
域
は
Ｄ
・
Ｙ
・
グ
ル
ー
プ
自
身
の
サ
ー
ピ
ス
区
域
か

ら
さ
え
遠
く
離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
電
カ
コ
ソ
サ
ル
タ
ソ
ト
の
Ｗ
・
セ
イ
モ
ァ
は
証
券
取
引
委
員
会
で
、
　
「
正
常
な
状
態
で
は
サ

ザ
ソ
会
杜
が
西
メ
ソ
フ
イ
ス
地
域
の
電
力
供
給
源
に
な
る
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
も
し
な
い
」
こ
と
、
そ
し
て
又
「
ミ
ド
ル
一
サ
ウ
ス

系
統
の
一
番
端
に
、
Ｄ
．
Ｙ
．
程
に
巨
大
な
発
電
所
が
配
置
さ
れ
、
同
杜
の
サ
ー
ビ
ス
区
域
外
で
そ
の
容
量
の
九
〇
％
以
上
を
配
電

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
の
は
、
異
常
か
つ
全
く
ユ
ニ
ー
ク
な
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　
メ
ソ
フ
イ
ス
地
域
は
Ｔ
Ｖ
Ａ
の
供
給
区
域
で
あ
っ
て
、
純
経
済
的
に
考
慮
す
る
な
ら
ば
当
然
Ｔ
Ｖ
Ａ
の
容
量
増
加
が
計
画
さ
れ
て

し
か
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
に
も
拘
ら
ダ
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
合
理
を
冒
し
て
ま
で
Ｔ
Ｖ
Ａ
の
サ
ー
ビ
ス
区
域
の
只
中
に
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ

ー
河
域
発
電
会
杜
と
い
う
私
的
電
力
組
織
を
創
設
し
よ
う
と
し
た
の
に
は
重
大
な
意
味
が
ひ
そ
ん
で
い
た
。

　
、
て
れ
は
、
国
防
需
要
を
「
ア
メ
リ
ヵ
の
白
由
企
業
制
度
」
と
調
和
さ
せ
な
が
ら
充
足
す
る
と
い
う
名
分
の
も
と
に
、
公
有
電
力
制

度
の
象
徴
的
存
在
で
あ
る
Ｔ
Ｖ
Ａ
の
制
圧
と
い
う
電
力
独
占
体
の
戦
略
行
動
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

３
，
Ｄ
Ｙ
契
約
は
歴
史
的
な
電
力
独
占
と
反
独
占
と
の
闘
い
の
新
た
ら
展
開
で
あ
り
、
特
に
Ｔ
Ｖ
Ａ
に
た
い
す
る
独
占
資
本
か
ら
の

攻
撃
の
頂
点
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
公
益
事
業
分
野
は
そ
の
長
い
統
制
の
歴
史
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
独
占
組
織
に
よ
る
経
済
支
配
と
い
う
点
で
際
立
っ
て
い
た
・

ア
メ
リ
カ
電
話
電
信
会
杜
声
昌
胃
ざ
§
弓
ｏ
庁
冨
ｏ
畠
印
↓
ｏ
－
晶
量
冨
、
イ
ソ
サ
ル
・
グ
ル
ー
プ
Ｈ
易
巨
－
９
◎
｛
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

　
　
　
９
曽
目
．
Ｈ
ｇ
。
乙
ｏ
契
約
に
つ
い
て
（
辻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
　
（
五
七
七
）

巾
丁

｝…
■

｝

Ｌ

ｕ皿
｛
“

巾
一
一ｗ

淋川
一……＾岬’

＾
一’
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九
六
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五
七
八
）

株
式
会
杜
、
ユ
バ
ス
コ
等
は
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
独
占
組
織
の
最
高
峰
を
な
し
て
い
た
。
公
益
事
－
業
独
占
へ
の

反
対
諾
活
動
は
数
十
年
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
て
き
た
が
、
一
九
三
三
年
の
Ｔ
Ｖ
Ａ
創
設
、
一
九
三
五
年
の
公
益
事
業
持
株
会
杜
法

制
定
は
そ
の
具
体
的
成
果
と
し
て
最
大
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
Ｔ
Ｖ
Ａ
の
低
料
金
政
策
　
　
ヤ
ー
ド
ス
チ
ツ
ク
竜
ま
。
・
ま
〆
と
し
て
知
ら
れ
る
　
　
は
電
力
占
占
価
格
に
著
し
い
影
響
を
及
ぽ
し
、

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ル
期
に
設
け
ら
れ
た
国
営
、
公
営
、
膀
同
組
合
営
の
電
力
諾
企
業
は
、
ア
メ
リ
ヵ
国
民
を
電
力
独
占
体
の
収
奪
か
ら
守

る
上
に
顕
著
な
役
割
を
果
し
た
。
従
っ
て
Ｔ
Ｖ
Ａ
は
一
貫
し
て
電
力
独
占
側
か
ら
す
る
攻
撃
の
焦
点
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
「
し

の
び
寄
る
杜
会
主
義
」
９
８
官
晶
ｃ
ｏ
◎
ｏ
－
｝
庁
昌
と
し
て
ア
メ
リ
カ
自
由
企
業
制
度
の
敵
と
見
な
さ
れ
て
来
た
。
予
算
局
内
で
Ｔ
Ｙ
Ａ

間
題
の
研
究
に
従
事
し
て
い
た
Ａ
・
Ｈ
・
ウ
ェ
ソ
ゼ
ル
は
、
Ｔ
Ｖ
Ａ
が
水
力
発
電
か
ら
火
力
発
電
に
移
行
し
て
き
た
段
階
で
は
「
新

し
い
政
策
」
が
Ｔ
Ｖ
Ａ
に
た
い
し
て
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
提
唱
し
て
い
た
。
彼
に
よ
れ
ば
Ｔ
Ｖ
Ａ
は
「
駈
足
で
進
む
杜
会
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

義
」
０
ｑ
警
Ｏ
官
轟
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
邑
床
昌
で
あ
っ
た
。

　
Ｔ
Ｖ
Ａ
は
自
ら
原
子
力
工
場
の
負
荷
増
大
に
応
え
る
べ
く
、
テ
ネ
シ
ー
州
フ
ル
ト
ソ
句
巳
叶
８
に
火
力
発
電
所
を
建
設
す
る
計
画

を
た
て
、
一
九
五
二
年
来
、
七
回
に
わ
た
っ
て
一
億
ド
ル
余
り
の
資
金
割
当
て
を
政
府
に
要
請
し
て
き
た
が
、
こ
と
ご
と
く
拒
否
さ

れ
て
き
た
。
そ
し
て
私
企
業
と
の
電
力
契
約
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
政
策
の
基
礎
に
あ
る
理
論
が
、
大
統
領
の
Ｓ
．
コ

ー
ル
原
子
力
合
同
委
員
会
委
員
長
宛
書
翰
に
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
「
洪
水
管
制
、
開
墾
、
灌
激
、
水
力
発
電
開
発
等

と
は
関
係
な
く
、
特
定
地
域
に
恩
恵
を
与
え
る
た
め
に
連
邦
資
金
を
用
い
て
火
力
発
電
設
備
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
他
の
地
域
の
住

民
に
た
い
し
て
不
公
平
」
で
あ
り
、
も
し
Ｔ
Ｖ
Ａ
が
い
か
な
る
手
段
に
せ
よ
電
力
の
生
産
と
供
給
を
行
う
こ
と
に
連
邦
政
府
が
責
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

を
と
る
べ
き
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国
の
他
の
地
域
、
地
区
い
づ
れ
に
関
し
て
も
同
様
の
責
任
を
も
つ
」
こ
と
に
な
り
、



か
か
る
政
策
は
実
行
不
能
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
国
民
も
欲
し
て
い
な
い
。
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
原
子
力
合
同
委
員
会
の

Ｄ
Ｙ
契
約
賛
成
派
は
、
も
し
Ｔ
Ｖ
Ａ
増
強
を
許
す
な
ら
ば
「
ア
メ
リ
ヵ
の
各
部
分
に
お
い
て
国
民
か
ら
故
意
に
税
金
が
と
り
立
て
ら

れ
、
ア
メ
リ
ヵ
の
単
一
の
部
分
に
す
ぎ
な
い
産
業
、
商
業
そ
の
他
私
的
利
益
○
た
め
に
譲
り
渡
さ
れ
る
結
果
」
と
な
り
、
か
か
る
政

策
の
選
択
は
「
札
つ
き
の
、
無
制
限
の
、
生
粋
の
§
二
豪
菱
邑
昌
・
婁
§
菱
杜
会
主
義
差
っ
た
で
あ
ろ
カ
と

つ
け
加
え
た
。

　
こ
の
議
論
は
ア
メ
ヵ
的
通
念
を
示
す
も
の
と
は
い
え
、
余
り
に
も
奇
怪
な
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｄ
Ｙ
取
引
を
め
ぐ
る
議
会
札
で
の
反

対
論
議
の
一
つ
を
な
し
た
の
は
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
が
原
子
力
と
は
実
質
上
無
関
係
の
電
力
供
給
に
か
ん
し
て
、
Ｔ
Ｖ
Ａ
と
私
企
業
と
の
問
に

立
つ
電
カ
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
原
子
力
法
違
反
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
効
果
的
な
反
対
に
た
い
し
て

賛
成
派
は
、
Ｄ
Ｙ
会
杜
か
ら
購
入
す
る
電
力
は
Ａ
Ｅ
Ｃ
が
Ｔ
Ｖ
Ａ
か
ら
受
け
て
ト
る
電
力
の
振
替
電
力
で
あ
り
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
が
使
用
す

る
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
故
合
法
的
で
あ
る
と
強
弁
し
た
。
こ
こ
で
は
電
力
業
界
で
さ
え
か
つ
て
用
い
た
こ
と
の
な
い
電
力
の
振
替

え
８
旦
Ｐ
８
昌
Ｏ
鼻
と
い
う
奇
妙
な
概
念
ま
で
用
い
て
、
契
約
電
力
が
原
子
力
開
発
用
の
も
の
で
あ
る
と
強
調
し
．
な
が
ら
、
そ
れ
が

Ｔ
Ｖ
Ａ
よ
り
供
給
さ
れ
る
計
画
と
な
る
と
、
全
く
逆
に
、
そ
れ
を
メ
ソ
フ
ィ
ス
地
域
住
民
の
使
用
す
る
も
の
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
。

　
Ｄ
Ｙ
契
約
反
対
派
は
、
国
家
が
国
の
河
川
の
潜
在
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
開
発
し
、
特
定
地
方
の
特
殊
な
需
要
の
た
め
に
火
力
発
電
所
を

建
設
す
る
の
は
健
全
な
政
策
で
あ
り
、
か
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
私
企
業
は
何
ら
そ
の
地
位
を
奪
わ
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、
国
家
の
独

占
Ｈ
杜
会
主
義
に
至
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
ば
か
り
か
、
　
「
も
し
独
占
の
危
険
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
Ｄ
Ｙ
取
引
で
行
政
府
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

発
起
人
と
な
り
、
私
的
電
力
独
占
問
の
相
互
結
合
が
発
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
こ
そ
存
在
し
て
い
る
」
と
反
論
し
た
。

　
Ｄ
Ｙ
契
約
は
Ｔ
Ｖ
Ａ
に
重
大
な
利
害
関
係
が
あ
る
に
も
拘
ら
ダ
、
最
初
か
ら
Ｔ
Ｖ
Ａ
の
立
場
は
無
視
さ
れ
、
契
約
内
容
も
知
ら
さ

　
　
　
皇
メ
。
、
．
■
”
一
、
の
契
約
に
つ
い
て
（
辻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
（
五
七
九
）
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九
八
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五
八
○
）

れ
ず
・
交
渉
に
関
係
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
Ｔ
Ｖ
Ａ
の
Ｇ
・
Ｒ
・
ク
ラ
ツ
プ
理
事
長
お
よ
び
Ｈ
．
Ａ
．
ヵ
ー
チ
ス
、
Ｒ
．

Ａ
一
ペ
テ
ィ
両
理
事
は
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
が
独
立
の
機
関
で
あ
る
Ｔ
Ｖ
Ａ
の
立
場
を
侵
害
す
る
態
度
を
激
し
く
非
難
し
た
。
か
れ
ら
は
挙
つ

て
契
約
に
反
対
し
続
け
た
。
Ｄ
Ｙ
会
杜
は
契
約
終
了
後
、
同
系
統
会
杜
に
吸
収
さ
れ
な
い
電
力
を
政
府
機
関
　
　
と
い
え
ば
実
際
に

は
Ｔ
Ｖ
Ａ
に
引
き
取
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
場
合
、
増
加
費
用
を
考
慮
に
入
れ
た
か
な
り
高
い
価
格
で
売
ら
れ
る
こ

と
は
充
分
予
想
さ
葦
た
。
…
事
務
局
長
・
．
Ｄ
ニ
コ
ル
ス
は
、
Ｄ
Ｙ
会
杜
が
Ｔ
、
“
一
に
た
い
し
て
は
Ａ
Ｅ
Ｃ
と
同
じ
料

金
で
は
電
力
を
提
供
し
き
だ
ろ
う
、
と
か
芝
言
明
し
た
旨
、
合
同
委
員
会
で
証
言
し
て
い
る
。
Ｇ
．
・
．
ク
ラ
ツ
プ
Ｔ
．
Ａ
理

事
長
は
こ
の
取
り
決
め
が
「
後
ド
…
を
・
・
の
享
が
ま
乏
任
せ
る
た
め
の
契
約
条
項
で
あ
る
一
と
、
鋭
く
そ
の
本
質
を
衝

い
て
い
た
。

　
取
引
は
又
・
Ｔ
Ｙ
Ａ
サ
ー
ビ
ス
区
域
に
私
的
電
力
組
織
の
喫
を
う
ち
こ
み
、
そ
こ
に
私
的
資
本
を
導
入
し
て
、
こ
の
豊
か
に
成

長
し
た
広
大
な
電
力
需
要
区
域
を
、
私
的
独
占
利
潤
の
搾
出
市
場
に
転
ず
る
た
め
の
第
一
期
工
作
で
あ
つ
た
。
Ｗ
ニ
フ
ソ
ガ
、
上
院

議
員
は
私
企
業
グ
ル
ー
プ
が
…
を
挫
折
さ
せ
、
農
村
電
化
局
同
組
合
宛
。
声
、
一
、
、
、
け
、
く
、
の
茎
面
雌
行
き
づ
き
せ
て
、

地
方
の
非
私
有
電
力
諸
施
設
を
乏
入
れ
た
後
、
価
格
を
つ
り
上
げ
よ
う
と
謀
議
し
て
い
る
事
実
を
指
摘
し
た
。
こ
の
点
享
、
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

ヒ
ュ
ー
ズ
が
「
私
企
業
制
度
の
活
動
路
線
に
お
け
る
輝
か
し
い
例
」
と
自
負
し
た
Ｄ
Ｙ
契
約
の
隠
さ
れ
た
真
実
で
も
あ
つ
た
。
原
子

力
合
同
委
員
会
で
Ｄ
Ｙ
契
約
か
ら
直
接
影
響
を
受
け
る
地
域
の
住
民
達
は
、
か
か
る
計
画
を
受
け
入
れ
る
よ
り
は
む
し
ろ
電
力
な
し

．
に
済
ま
す
こ
と
を
選
ぶ
こ
と
さ
え
云
う
ぼ
ど
、
激
し
い
反
対
態
度
を
と
つ
て
い
た
。
Ｔ
Ｖ
Ａ
区
域
住
民
へ
の
必
要
電
力
供
給
に
助
力

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
行
政
当
局
側
の
云
い
方
に
、
か
れ
ら
は
歎
か
れ
は
し
な
か
っ
た
。
ア
ー
ヵ
ソ
ソ
ー
州
の
ク
レ
メ
ソ

ス
知
事
は
・
自
分
の
州
が
た
と
羨
廷
に
訴
え
て
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
・
・
取
引
に
反
対
す
る
だ
ろ
う
と
述
、
一
た
し
、
又
、
ト



●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

－
ベ
ィ
メ
ソ
フ
ィ
ス
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
官
庁
職
員
た
ち
も
同
様
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
。

　
更
に
、
、
、
、
ツ
シ
ツ
ピ
ー
河
域
発
電
会
杜
の
創
設
は
、
こ
の
新
合
同
会
杜
が
、
公
益
事
業
持
株
会
杜
法
の
地
域
的
経
営
主
義
と
遠
隔

管
理
の
排
除
、
巨
大
持
株
会
杜
の
解
体
縮
少
の
規
定
に
反
す
る
と
非
難
さ
れ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
っ
た
。
新
会
杜
は
ア
ー
ヵ
ソ
ソ
ー

州
に
所
在
し
、
テ
ネ
シ
ー
の
消
費
考
に
電
力
を
供
給
す
る
も
の
で
あ
り
乍
ら
、
そ
の
最
高
経
営
者
は
誰
一
人
と
し
て
こ
れ
ら
両
州
に

居
住
せ
ダ
、
遠
く
離
れ
た
土
地
の
非
現
業
持
株
会
杜
が
発
起
し
、
重
役
を
派
遣
し
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に
持
株
会
杜
法
の
地
方

・
的
経
営
管
理
－
Ｏ
。
、
Ｈ
昌
彗
品
¢
目
雪
け
彗
ｑ
８
巨
８
Ｈ
の
諸
目
的
を
冒
し
て
い
た
。
ミ
ド
ル
・
サ
ウ
ス
杜
の
子
会
杜
で
あ
る
ミ
シ
ツ
ッ

ピ
ー
電
力
電
燈
会
杜
買
一
。
。
。
。
－
。
。
。
。
甘
亘
勺
ｏ
考
胃
印
ご
腎
け
ｏ
９
の
前
財
務
会
計
部
長
Ｊ
・
Ｄ
・
ス
チ
ー
テ
ソ
ロ
ー
ズ
は
上
院
法
務
委

員
会
で
、
ミ
シ
シ
ツ
ピ
ー
州
で
は
相
変
わ
ら
ダ
公
益
事
業
に
お
い
て
不
在
者
所
有
支
配
ぎ
。
っ
竃
ａ
¢
Ｏ
考
畠
易
巨
り
彗
ｑ
０
９
ｑ
◎
－
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

害
悪
が
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
る
と
云
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
の
支
配
的
役
割
は
エ
バ
ス
コ
技
術
供
給
会
杜
と
、
そ
の
副
杜
長
ツ
ー
ル
に

よ
っ
て
遂
行
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
シ
ー
ル
は
Ｄ
Ｙ
取
引
の
密
接
な
参
劃
者
で
あ
っ
た
。
公
益
事
業
持
株
会
杜
法
は
地
理
的
経
済
的

に
必
要
な
基
礎
に
た
１
つ
単
一
的
統
合
公
益
事
業
組
織
Ｈ
巨
Ｑ
湾
等
＆
君
票
？
暮
－
一
ｑ
。
り
壱
訂
冒
の
限
度
内
で
の
み
、
持
株
会
杜
組
織

を
許
し
て
い
た
　
　
し
か
も
二
段
階
に
限
定
し
て
　
　
の
で
あ
る
が
、
Ｄ
Ｙ
新
会
杜
で
は
「
共
同
会
杜
」
の
形
態
で
二
つ
の
異
る
持

株
会
杜
組
織
が
協
同
し
、
通
常
の
住
宅
用
・
商
業
用
電
力
供
給
を
目
的
と
し
て
そ
れ
ら
が
結
合
し
よ
う
と
企
て
て
い
る
の
で
あ
っ
て
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

Ｅ
．
キ
ー
フ
ォ
ー
バ
ー
に
よ
れ
ば
明
白
な
法
律
違
反
で
あ
っ
た
。
上
院
の
反
ト
ラ
ス
ト
、
独
占
法
務
小
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
、

整
然
た
る
論
理
と
激
し
い
情
熱
を
以
て
Ｄ
Ｙ
取
引
き
を
徹
底
的
に
攻
撃
し
た
こ
の
著
名
な
反
独
占
政
治
家
は
、
契
約
当
事
者
た
ち

お
よ
び
検
事
総
長
ブ
ラ
ウ
ネ
ル
が
法
律
違
反
の
事
実
を
認
め
な
い
以
上
、
必
要
な
ら
ば
こ
の
間
題
を
法
廷
に
も
ち
こ
ん
で
で
も
違
法

性
を
明
ら
か
に
す
、
へ
き
だ
と
考
え
た
。
　
又
更
に
、
　
新
会
杜
の
株
主
に
た
い
す
る
累
積
投
票
権
や
、
　
常
務
委
員
会
賢
８
葦
き

　
　
　
９
〆
。
、
、
■
、
け
。
乙
。
契
約
に
つ
い
て
（
辻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
（
五
八
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
八
巻
．
第
三
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
一
五
八
二
一

・
葦
雲
広
汎
藩
限
附
乏
か
ん
す
る
内
規
は
、
他
の
一
人
の
反
独
占
政
治
家
・
．
Ｃ
．
オ
一
ホ
ニ
、
鴛
一
一
を
侯
つ
ま
で
も

な
く
「
合
衆
国
政
府
と
契
約
を
結
ぶ
会
杜
に
、
で
き
る
だ
け
少
数
の
人
六
の
手
に
経
営
権
を
集
中
す
る
こ
と
を
許
す
」
も
の
で
あ
り
、

公
益
事
業
持
株
会
杜
法
の
主
旨
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

独
占
的
電
力
企
業
の
公
益
事
業
持
株
会
杜
法
一
の
低
抗
は
、
同
法
が
制
定
後
直
ち
に
法
廷
に
喜
こ
ま
れ
、
実
に
立
法
吉
十
二

年
後
の
一
九
四
七
年
に
い
た
一
て
・
は
じ
め
て
最
高
持
株
パ
莚
の
解
体
が
行
荒
凄
ど
に
根
強
い
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
、
独
占

制
限
の
規
制
効
果
の
影
響
を
最
少
限
に
止
め
る
よ
う
様
差
努
力
が
払
わ
れ
て
き
を
と
は
よ
く
知
臭
二
る
が
、
。
。
取
引
は
、

そ
の
最
も
あ
た
ら
し
く
・
か
つ
大
規
模
な
発
展
を
示
す
も
の
で
あ
つ
た
。
上
院
の
法
務
委
員
会
で
こ
の
取
引
が
詳
綱
に
検
討
さ
れ
た

覧
・
そ
こ
に
は
「
競
争
を
除
去
し
、
独
占
に
麦
ア
メ
リ
ヵ
電
力
産
業
の
制
麦
拡
大
し
よ
う
と
す
る
二
つ
の
目
的
一
が
あ
つ
て
、
．

こ
の
動
き
の
背
後
に
立
つ
大
銀
行
、
保
険
会
杜
そ
の
他
の
ウ
ォ
ー
ル
街
金
融
機
関
の
影
響
力
は
、
「
デ
イ
ク
ソ
ソ
．
イ
一
、
ツ
の
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
６
）

合
体
が
こ
の
部
門
に
お
け
る
独
占
の
間
題
を
助
長
す
る
よ
う
な
、
あ
た
ら
し
い
超
持
株
会
杜
の
出
現
の
可
能
性
を
示
す
」
点
に
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
国
防
需
要
へ
の
供
給
を
件
趾
に
し
て
結
ば
れ
た
こ
の
政
府
契
約
は
、
そ
れ
に
よ
つ
て
電
力
独
占
体
の
Ｔ
Ｙ
Ａ
制
圧
の
足
が
か
り
が

組
み
立
て
ら
れ
・
共
同
会
杜
と
い
う
部
分
的
合
同
形
態
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
つ
て
新
た
な
超
持
株
会
杜
組
織
の
成
長
基
盤
が

準
備
さ
れ
・
瓦
独
占
的
立
法
効
果
の
一
層
の
骨
抜
き
を
可
能
に
し
、
電
力
産
業
に
お
け
る
独
占
支
配
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
発
展
さ
せ

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

電
力
独
占
資
本
の
か
か
る
全
面
的
な
反
撃
行
動
が
、
政
府
機
関
を
支
柱
と
し
奈
ら
遂
行
さ
れ
を
の
と
し
て
、
こ
れ
一
空
ま
で

に
際
立
っ
た
例
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
原
子
力
工
場
の
建
設
と
運
営
に
お
け
る
「
国
家
と
私
企
業
体
制
と
の
最
高
の
合
体
」
に
際

●



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
泌
）

し
て
、
　
「
諾
ト
ラ
ス
ト
の
た
め
の
持
株
会
杜
」
と
し
て
活
動
し
た
Ａ
Ｅ
Ｃ
は
、
こ
こ
で
は
、
諾
ト
ラ
ス
ト

し
て
そ
の
最
高
政
策
決
定
に
参
与
し
、
か
れ
ら
の
行
動
を
補
強
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
宣
ま
８
目
き
冨
旨
ま
§
１
ざ
目
§
撃
寄
ｏ
・
ユ
９
豪
Ｚ
・
く
．
員
Ｈ
嚢
一
書
ぎ
・
ぎ
一
一
暮
耳

　
　
　
　
幸
叶
０
ｂ
｛
ｏ
向
目
¢
Ｈ
帽
く
－
ｏ
◎
ｃ
ｏ
｛
Ｏ
◎
箏
ｏ
ｑ
．
－
心
｛
Ｃ
Ｏ
¢
乙
り
乙
ｏ
．
－
－
則
冒
．
］
．
ｏ
蜆
閉
．
り
．
べ
ｃ
◎
．

　
　
（
２
）
　
－
ｏ
旨
け
ｏ
◎
旨
昌
岸
ａ
¢
◎
■
ト
叶
◎
旨
ざ
向
目
¢
『
ｏ
ｑ
さ
｝
¢
｝
ユ
目
胴
の
◎
箏
■
け
巨
叶
｝
８
目
９
ｐ
９
げ
９
事
ｏ
ｏ
■
歩
一
向
一
〇
一

　
　
　
　
〇
¢
目
¢
『
四
饒
冒
胴
Ｏ
◎
．
－
ｃ
◎
ｏ
ｏ
｛
Ｏ
◎
目
胴
．
－
Ｎ
Ｐ
Ｏ
り
ｏ
ｏ
ｏ
乙
〇
一
Ｕ
Ｚ
◎
＜
．
］
１
＠
ｍ
卜
Ｏ
．
Ｎ
０
◎
ｃ
ｏ
．

の
た
め
の
政
策
委
員
会
と

け
｝
¢
〕
◎
－
ｂ
１
一
〇
◎
昌
Ｈ
目
ま
け
¢
¢
◎
目

彗
ｐ
く
雰
家
仔
口

く
昌
２

（
３
）
　
句
¢
｛
¢
冨
一
勺
◎
尋
¢
Ｈ
ｏ
◎
昌
昌
ー
オ
乙
ｏ
－
◎
貝
ト
目
■
箏
邑
内
¢
り
ｏ
旦
ｈ
◎
Ｈ
Ｈ
鵠
ｃ
◎
一
り
一
旨
べ
．

（
４
一
〕
。
、
目
；
。
曇
、
９
、
、
。
、
牟
。
昌
庁
ヨ
・
雲
を
邑
曇
Ｓ
・
。
ら
８
邑
目
．
肉
妄
¢
ご
二
昌
邑
豪
ま
ま
婁
雪
ぎ
一

　
　
◎
｛
］
・
ｏ
仁
９
勺
四
Ｈ
．
け
Ｈ
一
〇
◎
ｏ
ｏ
｛
Ｏ
ｏ
昌
四
．
．
Ｎ
｛
０
０
¢
乙
ｏ
己
ｏ
．
．
－
則
目
一
］
１
ｏ
蜆
｛
．
り
．
Ｈ
Ｏ
ｏ
◎
Ｈ
．

（
５
）
　
－
◎
巨
け
ｏ
◎
冒
昌
岸
ａ
ｏ
◎
■
ト
８
昌
庁
向
目
¢
Ｈ
ｏ
ｑ
メ
◎
り
ｏ
ざ
一
一
（
内
¢
り
ｏ
斗
）
一
Ｐ
べ
〇
一

（
６
）
旨
、
鼻
ｏ
§
昌
、
衰
・
昌
き
昌
・
一
・
里
・
雲
一
｝
§
一
曇
Ｓ
塞
邑
己
－
二
｛
。
。
葦
暮
・
二
・
芭
轟
暮
募
・
麦
。
．
Ｈ
軍
ま
昌
ー
ド
雲
Ｑ
１

・
弩
ぎ
；
＝
婁
二
。
。
｛
Ｏ
昌
胴
．
し
・
・
。
婁
．
一
多
く
．
－
婁
ら
．
嚢
．

（
７
）
　
－
◎
ぎ
け
ｏ
◎
旨
昌
旨
試
ｏ
◎
■
歩
８
昌
ー
ざ
向
箏
睾
胴
さ
◎
〇
一
〇
岸
．
－
（
｝
ｏ
ｐ
弐
目
暢
◎
目
員
け
旨
け
｝
ｏ
◎
ｂ
９
～
９
）
一
Ｐ
ｏ
ｏ
竃
一

（
８
）
　
－
ｏ
旨
一
〇
◎
昌
旨
岸
試
¢
◎
■
ト
ざ
昌
ざ
向
目
¢
蟹
さ
◎
〇
一
９
ゴ
（
申
ｏ
ｏ
◎
具
）
ｏ
ｄ
一
べ
岬
ー
べ
９

（
９
）
　
Ｊ
・
Ｓ
・
ア
レ
ソ
「
原
爆
帝
国
主
義
」
五
ニ
ベ
ー
ジ
。

（
１
０
）
・
。
、
邑
、
Ｏ
・
…
衰
・
昌
旨
葦
葛
』
・
邑
曇
げ
二
ま
§
邑
冨
・
■
ぎ
葦
易
；
邑
；
昌
旦
く
旨
勺
暑
胃
ｏ
◎
葦
算

皇
き
宇
ぎ
募
Ｏ
邑
§
戸
勺
・
・
二
・
。
葦
Ｏ
・
夢
罧
．
・
。
萎
．
二
旨
．
二
巨
．
二
婁
．
Ｏ
．
軍

（
ｕ
）
宣
算
Ｏ
§
昌
葦
塞
Ｓ
ま
・
昌
一
・
望
事
二
Ｐ
・
Ｆ
二
｝
弩
一
壱
・
＝
；
ｑ
§
蔓
９
）
．
署
．
婁
－
彗
．

（
１
２
）
宣
鼻
ｏ
§
昌
慧
・
旨
ま
・
旨
庁
向
§
撃
・
弓
・
・
ぎ
（
ぎ
・
ま
暢
昌
・
・
二
・
。
轟
彗
ｐ
甲
甲
◎
・
。
・
３
ｂ
Ｌ
§
．

　
　
　
　
良
×
。
箏
、
｝
。
け
。
ｏ
。
契
約
に
つ
い
て
（
辻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
（
五
八
三
）

■



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
　
（
五
八
四
）

（
１
３
）
。
・
§
き
易
邑
寒
ぎ
帽
・
ｏ
・
蔓
萎
・
Ｐ
葛
§
書
・
・
。
。
三
ざ
§
篶
、
、
。
ｈ
豪
。
。
一
。
。
－
。
蓬
く
、
－
、
苫
。
箏
。
、
、
箏
目
胴
ｏ
。
・
と
肇
、

　
Ｃ
ｏ
◎
■
け
｝
一
ｑ
饒
－
箏
ｏ
０
Ｄ
－
Ｈ
■
ｏ
．
－
、
Ｈ
｝
¢
Ｃ
り
◎
■
け
｝
ｏ
Ｈ
目
Ｏ
◎
．
－
Ｕ
◎
ｏ
斤
¢
一
Ｚ
◎
．
べ
◎
Ｉ
ｏ
◎
ｏ
◎
Ｈ
ｇ
Ｏ
¢
ｏ
・
］
．
ｏ
蜆
卜
Ｏ
Ｏ
・
］
・
ｏ
◎
ｏ
＠
－
－
ｏ
０
Ｈ
◎
・

（
１
４
）
。
・
彗
き
Ｏ
§
邑
幕
・
・
二
邑
一
・
奪
メ
・
Ｐ
・
一
一
二
・
嚢
・

（
１
５
）
－
・
葦
ｏ
・
昌
昌
葦
８
旨
ま
彗
一
・
冒
・
曇
一
・
り
・
・
チ
（
雪
・
一
曇
・
二
葦
耳
§
一
§
一
）
・
ｏ
・
彗
・

（
１
６
）
－
・
巨
ｏ
・
昌
．
昌
葦
雰
旨
ま
・
昌
．
５
冒
・
曇
・
・
Ｐ
・
５
（
宛
・
り
葺
）
ら
Ｌ
Ｈ
・

（
１
７
）
ま
Ｐ
君
．
虞
ム
閉
・

（
１
８
）
－
・
巨
Ｏ
・
昌
冒
蕃
・
旨
き
冒
一
・
冒
・
曇
・
・
Ｐ
亭
（
雪
・
一
曇
・
二
二
。
。
轟
、
邑
申
肉
・
・
。
・
。
§
・
事
Ｈ
Ｈ
８
，
Ｈ
§
・

（
１
９
）
ｃ
。
彗
き
Ｏ
§
巨
慧
：
目
旨
臼
§
胃
さ
・
Ｐ
・
デ
君
二
Ｈ
・
。
、
。
。
鼻

（
２
０
）
冒
ま
ｏ
・
昌
昌
葦
８
旨
ま
・
昌
一
・
冒
黛
宇
・
Ｐ
・
デ
（
雪
・
一
曇
・
：
…
耳
§
蔓
・
一
）
ら
・
Ｈ
０
・

（
２
１
）
ま
｛
ら
．
ら
べ
・

（
２
２
）
巨
Ｐ
ｏ
．
お
ド

一
鴉
一
Ｃ
。
馨
ａ
Ｏ
・
冒
…
豪
・
二
｝
・
暮
§
ヨ
｝
§
曇
げ
く
二
ま
・
昌
昌
意
・
二
・
毒
勺
・
茸
し
一
§
－
宣
窃
Ｏ
。
旨
一
、
・
。
戸

　
　
『
｝
Ｈ
け
自
－
ｏ
◎
ｏ
ｏ
Ｐ
Ｏ
ｏ
■
胴
．
Ｎ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
¢
ｏ
つ
己
ｏ
．
－
Ｃ
０
¢
り
．
－
○
ｏ
け
．
］
．
ｏ
閉
卜
Ｏ
．
ｏ
◎
仁
ｏ
ｏ
虫
・

（
２
４
）
宣
暮
Ｏ
・
昌
昌
蓑
・
旨
き
昌
－
一
二
曇
撃
・
Ｐ
多
（
ぎ
・
・
一
擾
旨
婁
・
・
ぎ
・
二
訂
一
暮
ｑ
違
巨
・
馨
、
募
）
・
り
・
妻
・

（
２
５
）
旨
昌
；
・
昌
冒
葦
８
旨
ま
・
昌
５
冒
黛
さ
・
Ｐ
・
戸
（
寄
り
・
３
Ｐ
蜆
・
。
・

（
２
６
）
ｃ
・
婁
ａ
Ｏ
§
昌
葦
８
・
二
ぎ
－
昌
９
葛
三
旨
・
亘
ユ
ニ
｝
亀
・
毒
二
邑
易
身
｝
奪
一
旨
・
暑
昌
二
婁
・
事
ｏ
，
９

（
２
７
）
　
Ｊ
・
Ｓ
・
ア
レ
ソ
「
上
掲
書
」
、
一
七
ぺ
ー
ジ
。

（
２
８
）
　
同
右
、
九
五
ぺ
－
ジ
。



　
Ｊ
．
Ｃ
．
オ
マ
ホ
ニ
ー
上
院
議
員
は
Ｄ
Ｙ
契
約
を
、
　
「
か
つ
て
合
衆
国
政
府
の
隙
に
乗
じ
て
電
力
企
業
が
手
に
入
れ
た
電
力
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

の
う
ち
で
も
、
そ
の
有
利
さ
に
お
い
て
は
最
も
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
評
し
た
が
、
ま
こ
と
に
こ
の
取
引
は
、
国
家
機
関
を
媒

介
と
し
て
特
定
電
力
独
占
お
よ
び
こ
れ
を
包
含
す
る
支
配
的
独
占
集
団
に
与
え
ら
れ
た
特
権
的
利
権
契
約
と
し
て
は
抜
群
の
も
の
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
伝
統
的
反
独
占
政
策
に
た
い
す
る
電
力
独
占
体
の
積
極
的
反
撃
と
し
て
、
「
公
共
電
カ
と
組
合
電
力
に
た
い

　
　
　
　
　
　
（
２
）

す
る
あ
ら
た
な
攻
撃
」
と
し
て
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
独
占
の
攻
勢
が
重
大
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、

そ
れ
に
た
い
す
る
反
対
勢
力
の
動
き
も
き
わ
め
て
幅
広
く
強
力
に
展
開
さ
れ
、
議
会
内
各
種
委
員
会
で
そ
の
実
体
が
あ
ら
わ
に
な
る

に
つ
れ
て
、
Ｄ
Ｙ
取
引
は
一
大
疑
獄
事
件
に
発
展
し
て
行
っ
た
。
本
稿
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
諾
事
実
は
、
そ
の
ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ

な
い
。
そ
し
て
反
独
占
の
力
に
よ
っ
っ
て
、
一
且
成
約
を
み
た
Ｄ
Ｙ
契
約
も
遂
に
解
約
さ
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
Ｖ
・
パ
ー
口

は
こ
の
原
因
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
。

　
　
「
そ
の
印
象
的
な
勢
力
陣
容
に
も
か
か
わ
ら
ダ
、
ウ
ォ
ー
ル
街
は
デ
ィ
ク
ソ
ソ
Ｈ
イ
ェ
ー
ツ
・
ツ
ソ
ジ
ヶ
ー
ト
で
は
無
理
を
し

　
　
す
ぎ
て
失
敗
し
た
。
そ
れ
は
米
国
内
に
お
け
る
国
民
の
反
独
占
的
傾
向
と
い
う
も
の
を
過
少
評
価
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が

　
　
当
時
マ
ヅ
ヵ
－
シ
ズ
ム
と
政
治
的
抑
圧
の
雰
囲
気
が
支
配
的
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
機
に
応
じ
て
起
っ
た
。

　
　
Ｔ
Ｖ
Ａ
か
ら
利
益
を
え
て
い
る
テ
ネ
ッ
ー
の
政
治
家
と
事
業
家
や
、
独
占
さ
れ
た
組
織
網
の
な
か
に
適
所
を
求
め
る
二
流
の
公

　
　
益
事
業
金
融
業
者
や
、
共
和
党
に
む
け
て
用
い
る
政
治
的
武
器
を
求
め
る
民
主
党
政
治
家
な
ど
は
、
疑
獄
の
と
り
こ
と
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
　
ア
イ
ゼ
ソ
ハ
ワ
ー
政
権
の
も
っ
と
も
重
要
な
疑
獄
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
に
な
っ
た
広
汎
な
曝
露
に
合
流
し
た
。
」

　
　
　
良
×
旨
．
■
ｇ
易
契
約
に
つ
い
て
（
辻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
一
〇
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立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
（
五
八
六
）

　
そ
し
て
、
こ
の
曝
露
の
力
に
抗
し
き
れ
ダ
、
大
統
領
は
一
九
五
五
年
七
月
十
一
目
、
遂
に
Ｄ
Ｙ
契
約
の
解
約
を
決
定
し
た
の
で
あ

る
。
大
統
領
は
メ
ソ
フ
ィ
ス
市
が
自
ら
火
力
発
電
所
を
設
立
す
る
こ
と
を
解
約
の
条
件
と
し
た
。
こ
れ
は
Ｅ
．
キ
ー
フ
ォ
ー
バ
ー
の

云
う
よ
う
に
、
Ｄ
Ｙ
契
約
が
原
子
力
工
場
用
の
電
力
契
約
で
は
な
く
て
、
実
は
メ
ソ
フ
ィ
ス
地
方
の
一
般
需
要
用
の
電
力
供
給
源
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

Ｔ
Ｖ
Ａ
か
ら
私
企
業
は
切
り
か
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
行
政
府
が
自
ら
告
白
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
解
約
は
た
し
か
に
反
独
占
諸
勢
力
の
勝
利
を
意
味
し
て
い
る
。
が
し
か
し
、
そ
れ
は
未
だ
決
定
的
な
勝
利
で
は
な
か
っ
た
。
Ｄ
Ｙ

契
約
に
反
対
し
た
地
域
杜
会
の
な
か
で
も
、
メ
ソ
フ
ィ
入
市
は
最
も
強
硬
で
あ
っ
た
が
、
解
約
と
引
き
か
え
に
メ
ソ
フ
ィ
ス
市
が
Ｔ

Ｖ
Ａ
電
力
系
統
と
切
り
離
さ
れ
、
独
自
の
孤
立
し
た
電
力
組
織
を
つ
く
る
べ
く
強
制
さ
れ
た
の
は
、
一
種
の
徴
罰
的
内
容
を
も
つ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

の
だ
と
さ
え
云
わ
れ
て
い
る
。

　
電
力
独
占
体
は
Ｄ
Ｙ
で
敗
れ
た
と
は
い
え
、
他
の
地
方
で
は
着
《
ど
そ
の
勢
力
を
拡
大
し
て
い
た
。
オ
レ
ゴ
ソ
州
ヘ
ル
ズ
河
域
計

画
で
は
そ
の
地
方
の
住
景
が
公
共
開
発
を
要
求
し
た
に
も
拘
ら
ダ
、
エ
バ
ス
コ
系
統
の
ア
ィ
ダ
ホ
電
力
会
杜
が
開
発
す
る
こ
と
に
な

（
６
）

っ
た
。

　
上
院
の
反
ト
ラ
ス
ト
・
独
占
法
務
小
委
員
が
、
大
統
領
に
よ
る
解
約
の
報
せ
を
受
け
と
っ
た
時
、
Ｊ
・
Ｃ
・
オ
マ
ホ
ニ
ー
議
員
は

「
解
約
は
、
議
会
聴
間
会
に
お
い
て
、
隠
蔽
さ
れ
て
い
た
事
実
が
曝
露
さ
れ
た
た
め
に
止
む
な
く
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
私
は
こ

れ
が
単
に
第
一
歩
に
す
ぎ
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
政
策
が
Ｒ
Ｅ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
公
共
電
力
系
統
を
行
き
づ
ま
ら
せ
、

国
家
の
河
の
開
発
や
国
民
の
電
力
の
生
産
と
配
給
を
持
株
会
杜
の
支
配
に
ま
か
せ
、
そ
の
財
政
的
利
益
を
は
か
る
た
め
の
も
の
と
し

て
、
現
政
府
の
初
期
に
画
策
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
…
…
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
動
き
の
源
が
何
で
あ
る
か
を
見
出
さ
ね
ば
な

ら
な
い
し
、
そ
の
源
を
政
府
各
機
関
に
つ
い
て
探
し
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
か
い
限
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
が
国
の
政



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

府
を
ワ
シ
ソ
ト
ソ
か
ら
と
り
払
っ
て
、
ウ
ォ
ー
ル
街
に
ひ
き
渡
す
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
述
べ
た
。
こ
の
言
葉
は
、
反
独
占
勢
力
に
ょ

る
事
態
の
的
確
な
表
現
で
あ
る
が
、
し
か
し
「
長
期
的
に
は
重
要
産
業
な
ら
び
に
金
融
集
中
の
私
的
所
有
と
支
配
と
を
廃
絶
す
る
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

外
に
は
、
金
融
寡
頭
の
多
様
な
手
段
を
制
圧
す
る
道
は
な
い
」
と
い
う
Ｖ
・
パ
ー
口
の
立
論
に
示
さ
れ
た
方
向
の
み
が
、
唯
一
の
完

全
な
解
決
策
で
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
は
文
字
通
り
「
長
期
的
」
指
針
で
あ
っ
て
も
、
近
き
将
来
に
実
現
で
き
る
可
能
性
は
き
わ
め
て

少
い
。
今
後
も
な
お
、
か
な
り
の
長
期
に
わ
た
っ
て
独
占
体
は
国
家
と
の
癒
斉
を
深
め
て
行
く
で
あ
ろ
う
し
、
反
独
占
の
闘
い
も
繰

り
返
さ
れ
て
行
く
で
あ
ろ
う
。
Ｄ
Ｙ
契
約
に
見
ら
れ
た
電
力
独
占
体
の
企
て
は
、
ア
メ
リ
ヵ
の
国
家
独
占
資
本
主
義
が
発
展
し
て
行

く
中
で
、
再
び
そ
の
姿
を
現
わ
す
に
違
い
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｙ
取
引
は
Ｊ
・
Ｃ
・
オ
マ
ホ
ニ
ー
の
云
う
ご
と
く
、
単

に
「
第
一
歩
」
に
す
ぎ
ず
、
今
も
な
お
そ
れ
は
生
き
て
い
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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